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日頃の備えが大切です

　「防災の日」にちなみ、市では、9月5日（土）に総合防災訓練を実施します。 

　市、自主防災組織などが緊密な連携を図り、防災意識を高める中で、 

速やかに災害応急対策を実施できるよう、実践的な訓練を行います。 

■訓練規模　市内132行政区市民を対象に実施

■時間　　　午前8時～11時10分 

■場所　　　各行政区で決められている集合場所 

　災害で電話が通じな
くなった時のために、
電話会社や携帯電話会
社が提供する「災害用
伝言ダイヤル171」や
「災害用伝言板」など
を覚えておきましょう。
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石和南小学校　校舎・体育館

石和東小学校　校舎・体育館

石和北小学校　校舎・体育館

富士見小学校　校舎・体育館

石和西小学校　校舎・体育館

石和中学校　校舎・体育館

スコレーセンター

御坂西小学校　校舎・体育館

御坂福祉センター

御坂中学校　校舎・体育館

御坂東小学校　校舎・体育館

みさかの湯

一宮中学校　校舎・体育館

竹原田公民館

市之蔵公民館

一宮西小学校　校舎・体育館

一宮南小学校　校舎・体育館

一宮北小学校　校舎・体育館

八代総合会館

若彦路ふれあいスポーツ館　体育館

浅川中学校　校舎・体育館

八代小学校　校舎・体育館

境川スポーツセンター　体育館

境川防災センター

境川小学校　校舎・体育館

大窪公民館

藤垈公民館

間門公民館

上寺尾公民館

春日居小学校　校舎・体育館

春日居中学校　校舎・体育館

かすがい西保育所

春日居福祉保健センター

春日居福祉会館

芦川小学校　校舎

東町・仲町・西町・窪中島・四日市場

川中島(荒屋地区)・下平井・上平井・中川

川中島(荒屋地区を除く)・八田・山崎・松本・駅前・山岸

東高橋・今井・河内・砂原・井戸・東油川・恵比寿

唐柏

広瀬・向田

日の出・小石和

二之宮・夏目原・金川原・井之上・下井之上

八千蔵・栗合

尾山・下野原・蕎麦塚・竹居・大野寺・二階

藤野木・新田・立沢・戸倉・十郎・新上宿・坂野・道場・駒留・若宮・八反田・下黒駒

成田・下成田・国衙

小城・北都塚・一ノ宮・末木・本都塚・金田

竹原田

市之蔵

下矢作・東原・国分・坪井・田中

新巻・塩田・神沢・東新居・狐新居・金沢・土塚・石・地蔵堂・千米寺

中尾・南野呂・北野呂・上矢作

増田

南・北

岡・永井・米倉

高家・竹居・奈良原

石橋・三椚・大坪・境

原

大黒坂・小黒坂・小山・前間田

大窪

藤垈

間門

上寺尾・中寺尾

熊野堂下・熊野堂上・下岩下上・下岩下下・別田・桑戸北・桑戸西・桑戸中・桑戸東

国府・鎮目上・鎮目中・鎮目下

徳条

枝郷・寺本・加茂

小松

上芦川・新井原・中芦川・鶯宿

避　難　場　所 地　区 災害用伝言ダイヤル
171・災害用伝言板

■
非
常
用
品
を
備
え
ま
し
ょ
う

　
災
害
に
備
え
る
非
常
用
品
は
、
緊

急
避
難
の
時
に
持
っ
て
逃
げ
る
「
非

常
持
出
品
」
と
災
害
後
の
生
活
を
支

え
る
「
非
常
備
蓄
品
」
に
分
け
て
備

え
ま
し
ょ
う
。
 

○
非
常
持
出
品
 

　
飲
料
水
、
非
常
用
食
品
、
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、
救
急
セ
ッ
ト
、

衣
類
、
常
備
薬
な
ど
を
用
意
し
て
、

玄
関
や
寝
室
な
ど
持
ち
出
し
や
す
い

と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

○
非
常
備
蓄
品
 

　
水
や
食
料
な
ど
、
最
低
3
日
分
は

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
年
に
1

回
、
定
期
的
な
入
れ
か
え
や
補
充
も

大
切
で
す
。
 

　
水
は
1
人
当
た
り
1
日
3
リ
ッ
ト

ル
が
目
安
で
す
。
食
料
は
、
調
理
の

手
間
が
な
く
、
保
存
が
利
く
も
の
を

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

■
家
具
の
転
倒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
地
震
の
時
、
家
具
は
凶
器
に
も
な
 

 

り
ま
す
。
屋
内
で

の
負
傷
の
原
因
の

中
で
多
い
の
が
、

家
具
の
転
倒
に
よ

る
も
の
で
す
。
転

倒
防
止
の
た
め
、

固
定
を
日
頃
か
ら

し
っ
か
り
と
行
い

ま
し
ょ
う
。
 

 
ま
た
、
寝
室
や

子
ど
も
、
高
齢
者

の
い
る
部
屋
に
は

家
具
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
避
難
や
災
害
時
の
連
絡
方
法
に
つ
い

て
確
認
を

　
平
日
の
被
災
で
は
、
家
族
が
一
緒

の
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
す
。
家
族
が
別
々

の
場
所
で
被
災
し
た
時
、
ど
こ
で
落

ち
合
う
か
、
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、

安
否
の
確
認
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を

普
段
か
ら
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
 

　
非
常
事
態
の
際
は
、
気
が
動
転
し

正
常
に
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
 

避
難
場
所
や
道
順
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
 

■
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
ろ
う

　
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
役

所
や
消
防
署
な
ど
の
防
災
関
係
機
関

だ
け
で
被
災
し
た
人
々
を
す
べ
て
救

出
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
 

　
家
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
い
ち

早
く
助
け
出
せ
る
の
は
、
隣
近
所
の

人
々
で
す
。
 

　
地
区（
自
主
防
災
組
織
）に
お
け
る

各
自
の
役
割
を
確
認
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
組
織
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
避
難
す
る
時
、
周
り
の
人

の
助
け
が
必
要
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
 

高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人
、
妊
婦

さ
ん
、
乳
幼
児
、
外
国
人
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

ど
う
す
る
の
か
、
普
段
か
ら
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

8
月
１１
日
午
前
5
時
7
分
頃
、
駿
河
湾
を
震
源
と
し
た
強
い
地
震
が
発
生
し
、
静

岡
で
は
震
度
6
弱
、
笛
吹
市
で
も
震
度
4
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
、
多
く
の
重
軽
傷
者
、
住
宅
の
損
壊
や
断
水
な
ど
、
大
き
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地域での消火訓練
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一人でも多くの命を救うために

糸魚川-静岡構造線

曽根丘陵断層
藤の木愛川断層 南関東直下

　プレート境界

東海地震

M9

糸魚川-静岡構造線
釜無川断層

曽根丘陵断層
藤の木愛川断層 南関東直下

　プレート境界
M9

M14

M7

東海地震

M9

　
こ
の
日
は
救
急
医
療
や
救
急
業
務
の
こ
と
を
�
正
し
く
知
�
て
い
た
だ
く
た
め

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
�

消
防
庁
に
よ
る
全
国
統
計
で
は
、
救

急
出
動
件
数
は
2
年
ぶ
り
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
 

し
か
し
、
市
に
お
い
て
は
、
救
急
出

動
が
依
然
と
し
て
増
え
て
い
ま
す
。
管

内
で
も
、
年
間
約
3
0
0
0
人
を
病
院

に
搬
送
し
、
そ
の
う
ち
入
院
の
必
要
の

な
い
方
が
約
4
割
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
一
分
一

秒
を
争
う
生
命
に
危
険
の
あ
る
傷
病
者

へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

出
て
き
ま
し
た
。
 

救
急
車
の
適
性
利
用
に
努
め
、
大
切

な
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。
 

 
※
緊
急
性
が
な
く
、
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
か
迷
っ
た
時
は
、
消
防
署
に
電
話

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
状
況
に
応
じ

て
病
院
の
紹
介
な
ど
も
行
い
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先

市
消
防
本
部
 

0
5
5（
2
6
1
）0
1
1
9

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
 

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工
法

で
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に
、
無
料

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
た
だ
 

し
、
募
集
件
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
に
必
要
な
要
件
な
ど
、

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

   

耐
震
診
断
で
、
総
合
評
点
1
・
0
未

満
と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場

合
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

■
対
象

市
の
耐
震
診
断
や
山
梨
県
木
造
住
宅

耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て

行
う
耐
震
診
断
な
ど
を
受
け
た
個
人

住
宅（
自
己
用
）で
、
一
定
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
も
の
 

■
対
象
工
事

前
述
の
住
宅
の
耐
震
性
が
、
総
合
評

点
1
・
0
以
上
と
な
る
よ
う
な
耐
震

改
修
工
事
 

■
補
助
金
額

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3

分
の
2
以
内（
た
だ
し
、
上
限
額
80

万
円
） 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

■
問
合
せ
先

建
設
部
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
 

計
画
指
導
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
4

 新
築
住
宅
は
平
成
18
年
6
月
1

日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成
23
年

5
月
31
日
ま
で
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
消
防
本
部
　
予
防
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）0
1
1
9

消
防
本
部
予
防
課
か
ら

〜
大
切
な
「
命
」「
財
産
」
を
守
る
 

た
め
に
も
、一
日
も
早
く
設
置
を
！
〜
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
！

30回 

2回 

■問合せ先　市消防署　救急法指導担当　 055（261）0119

地震の種類 全　壊 半　壊 死者数

東海地震

南関東直下プレート境界地震

釜無川断層地震

藤の木愛川断層地震

曽根丘陵断層地震

糸魚川－静岡構造線地震

6,912

1,763

50,804

38,169

16,888

15,288

30,928

14,949

56,664

56,370

33,505

39,350

371

101

2,425

1,828

809

733

想定される地震の種類

想定される地震・被害状況（棟・人）

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

耐
震
化
を
補
助
し
ま
す

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
�
死
亡
者
�
約
6
4
0
0
人
�
の
約
8
割
が
住
宅
の
倒

壊
な
ど
に
よ
る
圧
死
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
�
ま
た
�
未
改
修
の
昭
和
５６
年
以
前
の
木

造
住
宅
は
�
震
度
7�
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
最
大
値
�の
地
震
が
起
こ
�
た
場
合
�

全
壊
率
は
9
割
前
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
�

山
梨
県
地
震
防
災
計
画
に
よ
る
と
�
今
後
�
本
県
で
想
定
さ
れ
る
地
震
・
被
害
の

状
況
は
�
次
の
と
お
り
で
す
�

あなたの大切な人が目の前で突然倒れ、意識がなく呼吸もしていません！

あなたはどうしますか？何もしないで、ただ救急車の到着を待つだけですか？

それとも、大切な人のために、あなた自身が心肺蘇生法を行いますか？ 

■意識を調べる　 

①額に手をあて肩をたたきながら耳元で呼びかける。 

②反応がなければ「意識なし」助けを呼ぶ（119番通報を依頼）。 

③片手を額に、片手であご先にあて頭を後ろにのけぞらし気道の確保をする。

■呼吸の確認 

　自分のほほを相手の口・鼻に近づけて胸や腹部の動きがなく、呼吸音も聞こえ 

ず吐く息も感じられない場合は「呼吸なし」。 

■人工呼吸 

　気道を確保した状態で、相手の鼻をつまみ自分の口で相手の口を覆い、空気が 

もれないように息を2回吹き込み・胸骨圧迫（心臓マッサージ）30回を繰り 

返し、救急隊が到着するまで続ける。 

 
※消防署では、毎年2,500人以上の方に救急法（AEDを含む）の指導を行っています。 

救急法を学びたい方はご連絡ください。 

9月9日に石和温泉
駅前特設会場で救
急イベントを開催
します。ぜひご参
加ください！
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青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
平

成
19
年
6
月
か
ら
2
年
間
セ
ネ
ガ
ル

で
活
動
し
て
い
た
鈴
木
崇
浩
さ
ん（
石

和
町
）が
無
事
帰
国
さ
れ
、帰
国
報
告

が
届
き
ま
し
た
。 

 

　
セ
ネ
ガ
ル
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

最
西
端
で
、
首
都
は
ダ
カ
ー
ル
と
言

い
ま
す
。
世
界
で
も
有
数
の
落
花
生

の
産
地
で
、
マ
ン
ゴ
ー
や
オ
レ
ン
ジ
、

レ
モ
ン
な
ど
も
作
っ
て
い
ま
す
。
雨

季
と
乾
季
が
あ
り
、
気
温
は
暑
い
所

で
50
度
近
く
な
り
、
寒
い
時
は
15
度

位
ま
で
下
が
り
ま
す
。
昼
と
夜
の
気

温
の
差
が
激
し
く
、
寒
い
時
は
毛
布

が
な
い
と
眠
れ
な
い
で
す
。
停
電
や

断
水
は
当
り
前
で
、
雨
季
中
は
毎
日

の
よ
う
に
停
電
が
あ
り
ま
す
。
公
用

語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
す
が
、
セ
ネ
ガ

ル
で
は
主
に
現
地
語
の
ウ
ォ
ロ
フ
語

が
主
流
で
す
。
ち
な
み
に
、
現
地
語
で
「
あ

り
が
と
う
」
は
「
ジ
ュ
ル
ジ
ュ
フ
」
と

言
い
ま
す
。 

　
最
初
、
任
地
に
着
い
た
時
に
思
っ

た
の
は
、
あ
い
さ
つ
の
多
さ
で
す
。
日

本
で
は
「
こ
ん
に
ち
は
」
で
終
わ
る
場

面
で
も
、
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、「
こ
ん
に

ち
は
。
元
気
に
し
て
る
？
仕
事
は
ど

ん
な
感
じ
？
家
族
は
ど
う
し
て
る
の
？

あ
な
た
は
ど
こ
に
出
か
け
る
の
？
」

と
い
う
感
じ
で
、
握
手
を
し
な
が
ら

あ
い
さ
つ
し
ま
す
。
そ
の
後
で
本
題

に
入
る
の
で
、
最
初
の
頃
は
面
倒
で

し
た
が
、
今
で
は
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
の
人
に
も
最

初
か
ら
な
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道

を
歩
い
て
い
る
と
一
人
一
人
会
う
た

び
に
あ
い
さ
つ
が
あ
る
の
で
、
思
う

よ
う
に
前
に
進
め
な
い
時
も
あ
り
ま

し
た
。 

　
自
分
は
、
果
樹
栽
培
を
教
え
る
た

め
に
セ
ネ
ガ
ル
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、

セ
ネ
ガ
ル
で
は
あ
い
さ
つ
の
重
要
さ
、

礼
に
始
ま
り
、
礼
で
終
わ
る
心
を
教

え
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。
セ
ネ

ガ
ル
と
日
本
、
文
化
の
違
い
は
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
い
さ
つ
は

世
界
共
通
で
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も

そ
の
心
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。 

  

　9月21日（月）から30日（水）まで、「高齢者の交通事故防止」を運動の基本として、 
秋の全国交通安全運動が実施されます。 
■重点項目　①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止 

②すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
③飲酒運転の根絶 
④二輪車の交通事故防止 

　期間中は、市内交通関係団体による朝の登校指導やシートベルトの着用や交通事故防止の啓発活
動が実施されます。 
　「思いやり・ゆずり合いの心」を持ち、家族・地域・職場から交通事故の犠牲者を出さないよう、
交通事故防止に努めましょう。 

市
立
芦
川
小
中
学
校
の
存
続
に
つ
い

て
は
、
笛
吹
市
と
旧
芦
川
村
と
が
合
併

す
る
際
に
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
結

論
が
で
ず
に
、
合
併
後
も
継
続
し
て
検

討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

合
併
後
は
、「
市
内
の
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
平
等
な
教
育
を
受
け
ら
れ
 

る
」
こ
と
を
指
針
と
す
る
市
教
育
委
員

会
の
学
校
経
営
方
針
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
協
議
･
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
 

た
。
 

そ
の
結
果
、
6
月
の
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、
笛
吹
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
芦
川
中
学
校

の
存
続
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
、
平
成
22
年
4
月
1
日

か
ら
統
合
再
編
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
7
月
24
日
の
臨
時
教
育
委
員

会
に
お
い
て
、
平
成
22
年
4
月
1
日
か
 

ら
、
芦
川
町
か
ら
生
徒
が
通
学
す
る
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
市
立
浅
川
中
学
校

を
通
学
区
域
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課
 

総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
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　市立図書館では、土・日曜日、祝日でも、住民基本台帳カード（以下「住基カード」）

を利用して証明書自動交付機で住民票と印鑑登録証明書が取得できます。 

毎
月
第
３
日
曜
日
に
も

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
即
日
交
付

昨
年
9
月
か
ら
、
毎
月
第
1
日
曜
日

に
住
基
カ
ー
ド
の
即
日
交
付
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
の
9
月
か
ら
は
、
第

3
日
曜
日
に
も
即
日
交
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

■
交
付
で
き
る
方

写
真
付
き
本
人
確
認
資
料（
有
効
期

限
内
の
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
）を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た
方
 

※
写
真
付
き
本
人
確
認
資
料
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
申
請
受
付
の
み
を
行
 

い
、
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。
 

■
受
付
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
 

■
手
数
料

無
料（
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
） 

■
日
曜
窓
口
で
の
申
請
受
付

第
1
・
3
日
曜
日
以
外
の
日
曜
窓
口

で
も
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

（
た
だ
し
、
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
） 

※
代
理
人
に
よ
る
申
請
に
は
委
任
状
が

必
要
で
、後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。
 

図
書
館
設
置
自
動
交
付
機
稼
動
時
間
外

の
対
応
の
お
知
ら
せ

10
月
1
日
か
ら
、
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
が
、
御
坂
・
一
宮
・
春
日
居

ふ
る
さ
と
図
書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る

証
明
書
自
動
交
付
機
の
稼
働
日
の
稼
働

時
間
外
に
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書

を
取
得
し
た
い
場
合
、
左
の
表
に
あ
る

支
所
で
住
基
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、1
0
0
円
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 
※
た
だ
し
、
事
前
に
住
基
カ
ー
ド
に
証

明
書
自
動
交
付
機
利
用
登
録
が
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
が
顔
写
真
付
き

で
な
い
場
合
は
、
本
人
確
認
の
た
め
、

ほ
か
に
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
 

　（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

 ※
図
書
館
休
館
日
の
場
合
、
支
所
窓
口

で
の
交
付
は
3
0
0
円
か
か
り
ま
す
。
 

■問合せ先　市民環境部　戸籍住民課　住民記録担当　☎ 055（262）4111

次の図書館の
証明書自動交
付機を利用され
る方 

対
　
象
　
施
　
設
 

御
坂
図
書
館
 

一
宮
図
書
館
 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

受
付
場
所
 

御
坂
支
所
 

一
宮
支
所
 

春
日
居
支
所
 

受
付
時
間
 

午
前
8
時
30
分
〜
 

10
時
 

 午
後
4
時
〜
 

5
時
30
分
 

 

市役所本庁（土曜日・祝日は閉庁） 

八代支所（土・日曜日、祝日は閉庁） 

境川支所（土・日曜日、祝日は閉庁） 

石和図書館（スコレーセンター内）（月曜日休館） 

御坂図書館（学びの杜みさか内）（水曜日休館） 

一宮図書館（桃の里ふれあい文化館内）（月曜日休館） 

 

甲州市役所　本庁舎 

設置場所  利用日・時間  

日曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時30分 
※ただし、休日と年末年始（12月29日～1月3日） 
は除く。 
 
開館日　午前10時～午後4時 
 
※図書の整理期間の臨時休館日は除きます。 
また、開館日は市役所の開庁日とは異なりますので、 
ご注意ください。 
 
開庁日、土・日曜日、祝日 
　　　　午前8時30分～午後5時30分 
水曜日　午前8時30分～午後7時30分 
（水曜日が休日の場合は、翌平日に実施） 
※年末年始（12月29日～1月3日）は除く 

春日居ふるさと図書館（春日居あぐり情報ステー 
ション内）（月曜日休館） 
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空調制御機器

桔梗信玄餅

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
楽
し
む
た
め

の
総
務
省
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
実
際
に
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

の
便
利
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 

ま
た
、
各
説
明
会
で
は
、
可
能
な
限

り
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

 ■
内
容

○
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
映
像
の
美
し
さ
、

音
の
良
さ
 

ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
の
違
い
を
実
感
で

き
ま
す
。
 

○
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
 

リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

で
役
立
つ
情
報
が
す
ぐ
画
面
に
。
 

○
見
た
い
番
組
が
す
ぐ
に
探
せ
る
電
子

番
組
表
 

新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
が
ボ
タ
ン
1
つ
で

画
面
に
。
 

 
■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
な
お
、
当

日
は
先
着
順
で
す
。
 

■
問
合
せ
先

総
務
省
　
山
梨
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
） 

☎
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（
平
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時
） 

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 
このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

明治22年の創業以来、「故郷の味を伝えたい」
を合言葉に商品開発にまい進
しています。 
昭和43年の「桔梗信玄餅」
の誕生以来、県内外のお客様
に愛され、名実ともに山梨の
銘菓として今日に至ります。 
 
こだわります「美味しさ」「楽しさ」「美しさ」
そして「健康」をテーマに、信頼と責任ある企
業を目指します。 

平成17年に操業を開始しました。今、クリー
ンエネルギーとして大変注目を集めている太陽
電池の集熱板となるシリコンウエハーの切断加
工を行っています。地球はもとより、宇宙全体
をクリーンで住みよい生活環境をつくるお手伝
いをしています。 
 
環境問題などを地球規模で考えなければなら
ない今、自然と共存し地域とともに躍進する工
場の実現を目指します。 

株式会社オプト笛吹工場（御坂町下黒駒） 株式会社桔梗（ききょう）屋（一宮町坪井）

昭和42年2月に東京都杉並区で設立しました。
設立から40年を越え、原子
力発電所・大手製造工場・
半導体工場等の高度空調・
室圧制御ならびに大型ビル
の温暖化防止のための省エ
ネ設備の開発製造を得意として、数々の納入実
績があります。 
 
地球温暖化防止のため、CO2削減が世界課題
となり求められるエコ製品開発。ISO14001認
定工場から最新技術を製作し、信頼ある企業を
目指します。 

八代町の誘致工場一号として昭和37年4月に操
業開始しました。成形加工、
電子機器、制御機器や安全
装置など、主に一般家庭、
学校、病院、企業等の安全
をサポートするセキュリテ
ィー関連製品を製造し、安全安心な社会づくり
に貢献しています。 
 
地域、従業員、事業への感謝とともに、環境
ISO14001の認証等で環境に配慮した事業展開と、
地域貢献を目指しています。 

クリフ株式会社（境川町三椚）協和電氣株式会社（八代町南）

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言企業から一言企業から一言

　説明会は、約１時間の予定です。市内全域、ご都合のいい日時の会場にお越しください。なお、
対象地区については、あくまでも目安です。 

石和地区全域

石和地区全域

二之宮・県営団地・夏目原・金川原・井之上・八千蔵・尾山

下野原・栗合・蕎麦塚・竹居・大野寺・二階

御坂地区全域

下井之上・成田・下成田・国衙

新上宿・坂野・道場・駒留・若宮・八反田・下黒駒

藤野木・新田・立沢・戸倉・十郎

末木・本都塚・竹原田・金田・東原・橋立・国分・坪井・田中

市之蔵・新巻・塩田・神沢・東新居・狐新居・金沢・土塚・石

一宮地区全域

下矢作・小城・北都塚・一ノ宮・地蔵堂・千米寺・中尾・南野呂・北野呂・上矢作

南

北

高家・岡

永井・米倉

八代地区全域

増田・竹居・奈良原

大黒坂・小黒坂・小山・前間田

石橋・三椚・大坪・境

大窪・藤垈・原

境川地区全域

上寺尾・中寺尾・間門

熊野堂下・熊野堂上・下岩下上・下岩下下・別田

春日居地区全域

小松1・小松2・枝郷・寺本・加茂

桑戸北・桑戸西・桑戸中・桑戸東

国府1・国府2・国府3

鎮目上手・鎮目大侭・鎮目中・鎮目下町・鎮目山口・徳条

芦川地区全域

芦川地区全域

95人

95人

95人

95人

95人

95人

50人

50人

300人

300人

300人

300人

80人

80人

80人

80人

80人

80人

200人

200人

200人

200人

200人

100人

200人

200人

100人

100人

100人

100人

100人

300人

9月11日(金)

9月11日(金)

9月　8日(火)

9月10日(木)

9月24日(木)

9月24日(木)

9月28日(月)

9月30日(水)

9月25日(金)

9月29日(火)

10月　1日(木)

10月　1日(木)

9月11日(金)

9月15日(火)

9月16日(水)

9月17日(木)

9月18日(金)

9月18日(金)

9月　3日(木)

9月10日(木)

9月24日(木)

9月30日(水)

9月30日(水)

9月14日(月)

9月15日(火)

9月15日(火)

9月16日(水)

9月17日(木)

9月18日(金)

9月　5日(土)

9月　5日(土)

10月　2日(金)

スコレーセンター

学びの杜みさか

御坂東部地区公民館

御坂林業センター

いちのみや桃の里
ふれあい文化館

八代総合会館

境川総合会館

立川地区コミュニティーセンター2階

春日居あぐり情報ステーション1階

桑戸公民館

国府公民館

鎮目ふれあいの家

芦川ふるさと総合センター

いちのみや桃の里ふれあい文化館

午後2:00

午後7:00

午後7:30

午後7:30

午後1:30

午後7:30

午後7:30

午後7:30

午後7:30

午後7:30

午後2:00

午後7:30

午後7:30

午後7:30

午後7:30

午後7:30

午後1:30

午後7:30

午後8:00

午後8:00

午後8:00

午後2:00

午後8:00

午後7:00

午後1:30

午後7:00

午後7:00

午後7:00

午後7:00

午後5:00

午後7:30

午後7:30

対　　象　　地　　区　（目　安） 日　　時 定　員 会　場

石 

和

御 

坂

一 

宮

八 

代

境 

川

春
日
居

芦 

川
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35

11

三ツ峠山から見た御坂城

御坂城跡地

吹ちゃん笛ちゃん

今期も積極的な 
活動が期待でき 
そうね～ 

いよいよ活動が 
スタートしたんだね 

6月に発足した第2期男女共同参画推進委員会では、「輝け男女笛吹プラン」を推進していくための体

制として、前推進委員会の活動を踏まえ、部会を編成し活動していくこととなりました。 

36人の委員が、それぞれ部会に属し、主体的に行動していきます。 

人が生活するための
基礎である家庭での
男女共同参画を目指
します。

家庭部会
男女が安心して働く
ことができるように、
市内事業所に働きか
けます。

職場部会

条例委員会

男女が豊かに生活で
きる活動しやすい地
域づくりを目指して、
働きかけます。

地域部会

～男女共同参画の基礎知識について学習しました～ 
新しい委員を迎えた推進委員会が、今後の活動に生かす 

ために、「男女共同参画の基礎」について山梨学院大学 

山内幸雄教授に講演していただきました。今回は、男女共同参画推進条例庁内検討委員会の委員で

ある市職員も参加しました。 

山内教授は、「男女共同参画は、さまざまな誤解を生じていて学習しなければ理解につながらない。

人を性別で見た時には、①生物学的な性差（性別としての男性・女性）、②社会的文化的に作られた

性差（ジェンダー）、③性的欲求としてのセクシュアリティに分けられ、特に社会的文化的に作られ

た性差による差別は“人権”に関わる問題である」ことを説明され、女性差別撤廃条約や裁判例な

どにも触れ、「男女の役割や特性を固定化した上で平等を考えてはいけない」と話しました。 

今回初めて「男女共同参画」について学習したという新委員だけでなく、すでに何回も学習を積

んでいるベテラン委員も男女共同参画推進の必要性を強く感じた講演会でした。 

男女共同参画推進条例の制定を目指
して、市民が条例について理解を深
められるように活動します。

　
郡
内
地
方
と
国
中
地
方
を
隔
て
る
御
坂
山
塊（
さ

ん
か
い
）は
、
古
代
か
ら
交
通
の
難
所
で
し
た
。
 

　
御
坂
山
塊
を
越
え
て
甲
斐
国
に
向
か
う
道
は
、

御
坂
路（
み
さ
か
じ
）、
若
彦
路（
わ
か
ひ
こ
じ
）、

中
道
往
還（
お
う
か
ん
）の
3
本
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
道
は
、
都
の
進
ん
だ
文
化
や
優
秀
な
人

材
を
甲
斐
国
に
運
び
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
に
は
、

軍
隊
が
進
攻
す
る
軍
用
道
路
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

　
甲
斐
国
を
治
め
て
い
た
武
田
家
が
滅
亡
す
る
と
、

織
田
信
長
の
家
臣
、
河
尻
秀
隆
が
支
配
を
任
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、
本
能
寺
の
変
が
起

こ
り
、
河
尻
秀
隆
は
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
北
条
氏
と
徳
川
家
康
に
よ
る
甲
斐
の
国

の
奪
い
合
い
が
起
こ
り
、
天
正
10
年（
1
5
8
2
年
）、

両
者
は
旧
御
坂
峠
付
近
で
衝
突
し
ま
す
。
 

　
天
正
10
年
7
月
8
日
、
徳
川
家
康
は
甲
州
制
圧

の
た
め
、
中
道

往
還
を
通
っ
て

富
士
河
口
湖
町

精
進
に
泊
ま
り
、

翌
9
日
に
は
甲

府
に
入
り
ま
す
。

家
康
は
、
緊
迫

す
る
戦
局
か
ら
、

8
月
10
日
に
躑

躅
ヶ
崎（
つ
つ
じ

が
さ
き
）館
か
ら

新
府
城
に
移
り

ま
す
。
北
条
氏

は
旧
御
坂
峠
に
御
坂
城
を
造
り
、
甲
府
盆
地
を
窺
 

（
う
か
が
）い
ま
す
。
 

　
天
正
10
年
8
月
12
日
、
北
条
氏
忠（
う
じ
た
だ
）

が
旧
御
坂
峠
を
越
え
る
と
、
鳥
居
元
忠（
と
り
い
も

と
た
だ
）ら
の
軍
勢
が
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
、
御
坂
町

黒
駒
で
合
戦
と
な
り
ま
し
た
。
合
戦
で
、
北
条
方

は
約
3
0
0
人
が
討
ち
取
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
武
田
家
の
旧
領
土
を
巡
る
両
者
の
争
い
は
、

天
正
壬
午（
て
ん
し
ょ
う
じ
ん
ご
）の
乱
と
呼
ば
れ

ま
す
。
 

　
甲
斐
の
戦
乱
は
、
10
月
29
日
の
講
和
を
も
っ
て

終
結
し
ま
す
。
和
平
の
条
件
に
は
、
上
野
沼
田（
現

在
の
群
馬
県
沼
田
市
）の
領
有
を
北
条
氏
に
認
め
る

代
わ
り
に
、
信
濃
佐
久
郡
と
甲
斐
都
留
郡
を
徳
川

家
康
に
割
譲
す
る
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
徳
川

家
康
が
甲
斐
、
信
濃
を
も
支
配
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
藤
野
木
集
落
か
ら
御
坂
路（
鎌
倉
街
道
）の
急
な

登
坂
を
約
1
時
間
半
歩
く
と
、
御
坂
城
に
到
着
し

ま
す
。
御
坂
城
は
、
甲
府
盆
地
と
郡
内
地
域
を
分

断
す
る
旧
御
坂
峠
の
尾
根
上
に
そ
の
姿
を
と
ど
め

て
い
ま
す
。
東
西
約
6
0
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
城
で
、
土
塁（
ど
る
い
）

と
深
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
空
堀（
か
ら
ぼ
り
）に
よ
り
、

旧
御
坂
峠
の
尾
根
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
形
に
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
御
坂
城
の
よ
う
に
街
道
を
ふ
さ
ぐ
よ

う
に
造
ら
れ
る
例
は
、
北
条
氏
が
築
い
た
城
に
い

く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
の
城
に
は
、
土
塁
の
ほ
か
に
も
甲
府
盆
地
側

か
ら
の
攻
め
上
が
り
を
防
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

見
ら
れ
ま
す
。
御
坂
町
藤
野
木
か
ら
旧
御
坂
峠
に

向
か
う
道
は
、
ジ
グ
ザ
グ
に
造
ら
れ
て
い
て
、
道

を
上
か
ら
広
く
見
通
せ
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
峠
手
前
に
は
「
子
持
ち
石
」
と
呼

ば
れ
る
小
石
の
山
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
甲

府
盆
地
側
か
ら
攻
め
上
る
徳
川
軍
に
対
し
て
用
意

し
た
石
つ
ぶ
て
を
貯
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
徳
川
家
康
の
甲
斐
支
配
に
よ
り
、
御
坂
城
は
そ

の
役
目
を
終
え
ま
す
。
甲
斐
の
安
定
と
と
も
に
御

坂
城
は
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、

土
塁
や
空
堀
を
は
じ
め
と
す
る
城
の
調
査
が
行
わ
れ
、

旧
御
坂
峠
に
は
城
の
範
囲
を
示
し
た
表
示
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
で
は
、
旧
御
坂
峠
は
、
富
士
山
を
望
む
景
観

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
た
天
下
茶
屋
か
ら
黒
岳
、

釈
迦
ヶ
岳
を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
知

ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
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海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽

隊
演
奏
会

笛
吹
市
制
施
行
5
周
年
記
念

   毎
年
大
人
気
の
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

10
月
4
日（
日
）
 

開
場
　
午
後
1
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
入
場
料
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

9
月
16
日（
水
）午
前
8
時
30
分
か
ら
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
入
場
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。
 

席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

第
5
回
笛
吹
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ま
つ
り

県
立
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

   市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を

よ
り
広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交

流
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時

10
月
18
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分
 

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
 

■
内
容

○
発
表
の
ひ
ろ
ば
 

各
種
ス
テ
ー
ジ
発
表
 

○
体
験
・
学
習
の
ひ
ろ
ば
 

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
　
 

○
交
流
・
情
報
の
ひ
ろ
ば
 

飲
食
、
福
祉
模
擬
店
な
ど
 

■
各
ひ
ろ
ば
へ
の
出
演
・
出
展
者
募
集

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

○
申
込
締
切
　
9
月
9
日（
水
） 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2
 

 

高
嶋
ち
さ
子
「
１２
人
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」

笛
吹
市
制
施
行
5
周
年
記
念

   延
期
に
な
っ
て
い
た
高
嶋
ち
さ
子
 

「
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
」
公
演
 

を
、
12
月
に
開
催
し
ま
す
。
 

開
催
に
合
わ
せ
て
、
払
い
戻
さ
れ
た

チ
ケ
ッ
ト
を
再
販
売
し
ま
す
。
枚
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

求
め
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

12
月
20
日（
日
） 

開
場
　
午
後
1
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所
 

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
入
場
料

2
0
0
0
円（
全
席
自
由
）
　
 

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

10
月
1
日（
木
）午
前
9
時
か
ら
　
 

※
一
人
2
枚
ま
で
 

        
■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

山
梨
芸
術
劇
場
　
山
梨
交

響
楽
団
演
奏
会

笛
吹
市
制
施
行
5
周
年
記
念

   元
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、
レ

オ
ン
・
シ
ュ
ピ
ー
ラ
ー
氏
を
招
い
て
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時

10
月
11
日（
日
） 

開
場
　
午
後
2
時
 

開
演
　
午
後
3
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
曲
目

○
交
響
曲
第
5
番
「
運
命
」
よ
り
第
１

楽
章（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）
 

○
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
5
番（
ブ
ラ
ー

ム
ス
）
 

○
軽
騎
兵
序
曲（
ス
ッ
ペ
）
 

○
歌
劇
「
イ
ー
ゴ
リ
公
」
よ
り
「
ダ
ッ

タ
ン
人
の
踊
り
」（
ボ
ロ
デ
ィ
ン
） 

○
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲（
マ
ス
ネ
）ほ
か
 

■
入
場
料
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
9
月
4
日（
金
）か
ら
ス
コ

レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

音楽隊が奏でるハーモニー 

迫力ある演奏をお楽しみください 

高嶋ちさ子さん 

  
ミ
ニ
バ
ス
に
乗
れ
ま
す
 
チ
ョ
ロ

Ｑ
で
遊
べ
ま
す
　
〜
か
い
じ
あ
む

検
定
〜
 
 

ミ
ニ
バ
ス
に
乗
っ
て
、
チ
ョ
ロ
Ｑ
で

遊
ん
で
、
乗
り
物
の
関
す
る
ク
イ
ズ
に

挑
戦
!
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
 

■
日
時

9
月
21
日（
月
） 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
 
 

■
参
加
費
　
無
料
 

　
　
 

博
物
館
コ
ン
サ
ー
ト
 

県
内
唯
一
の
ア
ル
パ（
南
米
の
ハ
ー
プ
）

奏
者
で
あ
る
塚
田
桐
子
氏
に
よ
る
演
奏

会
で
す
。
県
立
博
物
館
で
、
音
楽
の
秋

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

9
月
23
日（
水
） 

午
後
2
時
〜
3
時
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
場
所
　
 

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
に
県
立
博
物
館
 

※
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
事
前
申
込
不
要
 

 
か
い
じ
あ
む
の
文
化
祭

期
間
中
は
、
毎
日
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

■
期
間
　

9
月
19
日（
土
）〜
23
日（
水
） 

■
問
合
せ
先

山
梨
県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1
 

  

笛吹市が誕生して5年目を迎えることから、「みさかの湯」、「なごみの湯」、「ももの里温泉」、

「やまゆりの湯」では、市民の皆さんに感謝を込めて、「市民感謝デー」を開催し、さまざまな

サービスをご用意して皆さんのお越しをお待ちしています。 

■対象者　市内在住の全市民 

※当日は、受付で運転免許証・健康保険証などの住所を確認できる証明書の提示をお願いします。 

■日程　10月5日（月） 

■内容　○入館料無料ご招待（４施設全館） 

　　　○バラ湯入浴（みさかの湯、なごみの湯、ももの里温泉） 

　　　ほかにも施設ごとにサービスをご用意しています。 

みさかの湯　☎055（261）6166 

■営業時間　午前10時～午後10時 
　　　　　（入館は午後9時30分まで） 

なごみの湯　☎055（230）5551

■営業時間　午前10時～午後9時 
　　　　　（入館は午後8時30分まで） 

ももの里温泉　☎0553（47）4126

■営業時間　午前10時～午後9時 
　　　　　（入館は午後8時30分まで） 

やまゆりの湯　☎0553（26）3667

■営業時間　午前10時～午後7時 
　　　　　（入館は午後6時30分まで） 
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
認
定
試
験

テ
ニ
ス
教
室

農
業
簿
記
講
座

春
の
笛
吹
市
を
彩
っ
て
み

ま
せ
ん
か

        下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す

る
指
定
工
事
店
に
は
、
「
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
有
資
格
者

の
専
属
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て

の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。
 

 
■
日
程

○
講
習
会
　
11
月
17
日（
火
）　
 

○
試
験
　
　
11
月
29
日（
日
）　
 

■
場
所

講
習
会
・
試
験
と
も
に
山
梨
県
立
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー（
ぴ
ゅ

あ
総
合
）
 

■
申
込
用
紙
配
布
場
所

○
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

○
富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

○
峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

○
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
 

○
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー
 

■
受
付
期
間

10
月
1
日（
木
）〜
23
日（
金
） 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）2
7
3
8

  笛
吹
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
テ
ニ
ス
教
室（
硬
式
）を
開
催
し
ま
 

す
。
 

■
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人
で
テ
ニ

ス
初
級
者
 

■
日
時

9
月
18
日（
金
）か
ら
10
月
23
日（
金
）

ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
計
6
回
）
 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分
 

■
場
所

春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
 

ト
 

■
定
員
　
30
人
 

■
参
加
費

2
0
0
0
円（
コ
ー
ト
・
照
明
代
、

ボ
ー
ル
代
な
ど
）
 

■
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
タ

オ
ル
な
ど
 

■
申
込
方
法

　
9
月
1
日（
火
）か
ら
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
で
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

○
早
川
　
☎
0
5
5（
2
6
2
）2
0
5
0
 

○
吉
岡
　
☎
0
5
5
3（
2
6
）2
7
5
7

峡
東
地
域
農
業
経
営
改
善
研
修
会

  企
業
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
方
を

対
象
に
、
農
業
簿
記
講
座
を
開
催
し
ま
 

す
。
 

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
複
式
簿
記
記
帳
を

学
び
、
我
が
家
の
経
営
改
善
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
■
日
程
　
11
月
〜
3
月
 

■
場
所
　
　

春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

■
内
容
・
定
員

①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス（
全
9
回
）

20
人
 

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス（
全
6
回
）　
30
人
 

※
①
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
動
作

が
で
き
る
方
が
対
象
 

■
受
講
料

①
2
4
0
0
円
　
②
7
0
0
円
 

■
申
込
締
切
　
10
月
1
日（
木
） 

 
※
①
②
と
も
に
、
申
込
者
多
数
の
場
合

は
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所
　
峡
東
地
域
普
及

セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
0
7
 

 
伊
藤
幸
弘
講
演
会

親
が
変
わ
れ
ば
子
供
は
変
わ
る

   1
万
5
0
0
0
人
の
暴
走
族
の
元
総

長
で
あ
り
、
現
在
は
青
少
年
非
行
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
な
ど
を
さ
れ
て
い

る
伊
藤
幸
弘
氏
が
、
自
ら
の
非
行
・
更

生
経
験
を
生
か
し
て
、
青
少
年
育
成
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。
 

ま
た
、
伊
藤
先
生
に
よ
る
教
育
相
談

も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事

前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
 

 
■
日
時

10
月
24
日（
土
） 

午
後
6
時
30
分
か
ら
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

■
定
員
　
4
0
0
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
た
だ
し
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
 

■
申
込
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

http://w
w
w
5.plala.or.jp/fureai/ 

■
申
込
締
切

10
月
5
日（
月
）当
日
消
印
有
効
 

■
問
合
せ
先

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
 

会
長
　
永
井
誠
覚
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
6
2
9

仏涅槃図（大蔵経寺所蔵） 

春を彩る菜の花 

   笛
吹
市
は
桃
の
生
産
量
日
本
一
で
す
。

春
に
は
市
内
一
面
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
 

り
、
訪
れ
る
方
々
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

市
で
は
、
そ
の
桃
畑
の
下
に
菜
の
花
を

作
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

■
配
布
予
定
日
 

10
月
上
旬（
詳
し
い
日
程
な
ど
が
決

ま
り
次
第
、
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
） 

■
配
布
数
量
　
　
 

30
坪
ご
と
に
2
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

程
度
 

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込

数
に
よ
り
、
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

■
申
込
方
法
 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
期
間
 

9
月
1
日（
火
）〜
15
日（
火
） 

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

　（
笛
吹
市
観
光
物
産
連
盟
内
）
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
8
2
9
 

 

  
花
や
景
色
の
展
示
会

花
や
景
色
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
レ
カ

ン
フ
ラ
ワ
ー
と
絵
画
作
品
を
展
示
し
ま
 

す
。
 

■
日
時
　

9
月
4
日（
金
）〜
14
日（
月
） 

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
 

（
た
だ
し
、
4
日
は
午
前
10
時
か
ら
。

14
日
は
午
後
4
時
ま
で
）
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

 
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
体
験
教
室

押
し
花
の
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
者
に
は
、
お
花
の
石
け

ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

■
日
時

9
月
5
日（
土
）・
6
日（
日
）　
　
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

※
参
加
申
込
は
、
当
日
、
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
定
員
　
午
前
・
午
後
の
部
　
各
5
人
 
 
 
 

■
参
加
費
　
2
5
0
円
 

 
秋
の
植
物
に
親
し
も
う

秋
の
樹
木
や
草
花
を
観
察
し
、
樹
名

板
を
設
置
し
ま
す
。
 

■
日
時

9
月
19
日（
土
） 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
雨
天
の
場
合
、
室
内
で
ス
ラ
イ
ド
上

映
　
 

■
集
合
場
所

　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
定
員
　
20
人
 
 
 
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
受
付

　
8
月
19
日（
水
）か
ら
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
で
す
。
 

 
初
心
者
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
教
室

正
し
い
フ
ォ
ー
ム
や
ス
イ
ン
グ
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

■
日
時

9
月
26
日（
土
） 

※
雨
天
の
場
合
、
翌
日
に
延
期
　
　
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所

金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
場（
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）
 

■
定
員
　
20
人（
小
学
生
以
上
）
 
 
 
 

■
参
加
費
　
2
5
0
円
 

■
申
込
受
付

　
8
月
26
日（
水
）か
ら
 

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
で
す
。
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先
　
　

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

   国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
 

「
仏
涅
槃（
ね
は
ん
）図
」
を
公
開
し
、

特
徴
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。
 

■
日
時

10
月
17
日（
土
） 

○
特
別
公
開
　
午
後
1
時
〜
4
時
 

○
お
絵
解
き
　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
 

　
　
　
　
　
　
30
分
 

■
場
所

松
本
山
大
蔵
経
寺
本
堂
 

（
石
和
町
松
本
6
1
0
）
 

■
講
師

岡
澤
恭
子
先
生（
長
谷
寺（
長
野
県
）） 

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
 

■
申
込
締
切
　
10
月
7
日（
水
） 

■
問
合
せ
先

○
松
本
山
大
蔵
経
寺
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）2
1
0
0
 

○
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2
 

   
「
仏
涅
槃
図
」
特
別
公
開
と

「
お
絵
解
き
」
へ
の
お
誘
い

森
林
公
園
金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト

募
　
集
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催
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開　催　日　程
日　　　　　程 対象地域 場　　　　　所

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

 9月

10月

10月

11月

11月

12月

12月

29日（火）

21日（水）

23日（金）

13日（金）

19日（木）

 2日（水）

 4日（金）

境 川 町

一 宮 町

御 坂 町

芦 川 町

石 和 町

春日居町

八 代 町

坊ヶ峯ふれあいセンター

いちのみや桃の里ふれあい文化館

学びの杜みさか

芦川ふるさと総合センター

スコレーセンター

春日居あぐり情報ステーション

八代総合会館

地
域
で
で
き
る
高
齢
者
支
援
を
学

ぼ
う
！

 認
知
症
や
身
体
の
機
能
低
下
な
ど
、

支
え
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
家
族
に

と
っ
て
、
地
域
の
見
守
り
や
サ
ポ
ー
ト

ほ
ど
力
に
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
消
費
者
被
害
や

高
齢
者
虐
待（
ぎ
ゃ
く
た
い
）な
ど
、
あ

な
た
の
身
近
に
潜
む
不
安
に
ど
う
対
処

で
き
ま
す
か
。
 

末
永
く
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
日
程
　
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
時
間
 

受
付
　
午
後
1
時
か
ら
 

開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

■
講
師

平
野
浩
子
氏（
ぱ
あ
と
な
あ
山
梨
・

平
野
社
会
福
祉
士
事
務
所
）
 

 
■
問
合
せ
先

○
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
 

（
担
当
　
河
西
・
飯
島
）
　
 

○
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
7
 

（
担
当
　
雨
宮
・
萩
原
）
　
 

手作りのつるし雛 

  「
鄙（
ひ
な
）の
会
」
主
催
に
よ
る
つ

る
し
雛（
び
な
）作
り
体
験
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
 

「
鄙
の
会
」
は
、
市
の
文
化
施
設
を

活
性
化
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
 

■
日
時

9
月
15
日（
火
） 

①
ま
り
作
り
　
午
前
10
時
〜
12
時
　
 

②
風
車
作
り
　
午
後
1
時
〜
3
時
　
 

■
場
所
　
八
田
家
書
院
 

■
参
加
費

1
回
1
0
0
0
円（
入
場
料
・
材
料
 

費
） 

■
持
ち
物
　
さ
い
ほ
う
道
具
 

■
申
込
締
切
　
9
月
12
日（
土
） 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

八
田
家
書
院
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）6
1
1
1
 

   

松
の
手
入
れ
教
室

障
子
の
は
り
か
え
教
室

快
汗
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

  歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
出
発
点

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動

で
あ
り
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

肥
満
解
消
や
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。
 

手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
、

日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
■
対
象

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
心
が
あ
る
お
お

む
ね
65
歳
以
下
の
市
民
 

■
日
時

○
初
級
者
コ
ー
ス
 

11
月
4
日（
水
）ま
た
は
10
日（
火
） 
 

○
中
級
者
コ
ー
ス
 

11
月
17
日（
火
） 
 

と
も
に
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室
 

 
■
内
容

○
初
級
者
コ
ー
ス
 

運
動
指
導
士
に
よ
る
講
義
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
基
本
を
学
ぼ
う
！
」
 

　
正
し
い
歩
き
方
、
靴
の
選
び
方
な

ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
 

○
中
級
者
コ
ー
ス
 

運
動
指
導
士
に
よ
る
講
義
「
速
歩
と

脂
肪
燃
焼
効
果
に
つ
い
て
」
 

　
坂
道
の
歩
き
方
、
長
距
離
を
歩
く

時
の
注
意
点
な
ど
、
体
力
ア
ッ
プ
の

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
 

※
両
コ
ー
ス
と
も
、
１
時
間
程
度
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

中
止
し
、
運
動
指
導
士
に
よ
る
講
義

と
室
内
で
の
軽
運
動
を
行
い
ま
す
。
 

■
定
員
　
30
人
程
度
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
服
装
・
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
履
き
な
れ
た
 

靴
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
 

■
申
込
方
法

　
10
月
19
日（
月
）ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
で
す
。
 

※
初
級
者
、
中
級
者
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス

で
も
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

なすのチーズ焼き

①なすはたて半分に切る。さらにたてに2本切り込み
を入れる。大葉はせん切りにする。
②フライパンにサラダ油を熱し、なすを入れ表面がき
つね色になるまで焼く。
③②にめんつゆを入れて加熱し、なすにからめる。
④火を止め、とろけるチーズを③のなすの間にはさむ。
⑤皿になすを盛りつけ、その上にかつおぶし・刻んだ
焼きのり、せん切りの大葉を飾る。

【作り方】

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　健康企画担当　☎055（261）1901

【材料】（4人分）
なす・・・・・・・4本
大葉・・・・・・・4枚
サラダ油・・・大さじ2
とろけるチーズ・・4枚

かつおぶし・・・少々
焼きのり・・・・適宜
めんつゆ（ストレートタイプ）

・・・大さじ6

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

講
演
会
「
幸
せ
な
暮
ら
し
を

守
る
地
域
の
力
」

つ
る
し
雛
作
り
体
験
学
習
会

　家族で食べたい朝ごはんメニュー、市
内で採れる食材を使った料理のレシピを
募集しています。

応募締切　9月15日 （火）

料理コンテストレシピ大募集中!!

※お住まいの地域に関係なく、どちらの会場でも参加していただけます。 

  古
葉
の
も
み
あ
げ
、
小
す
か
し
・
荒

す
か
し
せ
ん
定
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

■
日
時

10
月
14
日（
水
） 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
日
開
催
 

■
定
員
　
40
人（
最
少
開
講
人
数
10
人
） 

■
受
講
料
　
2
1
0
0
円
 

■
申
込
締
切
　
10
月
7
日（
水
） 

   
障
子
の
上
手
な
張
り
替
え
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。
 

■
日
時

11
月
5
日（
木
） 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

■
定
員
　
30
人（
最
少
開
講
人
数
15
人
） 

■
受
講
料
　
3
1
5
0
円
 

■
申
込
締
切
　
10
月
22
日（
木
） 

 
■
申
込
方
法

　
申
込
書
に
記
入
し
て
お
申
し
込
み

い
た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
講
習
場
所
お
よ
び
申
込
・
問
合
せ
先

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
 

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
山
梨

県
技
能
士
会
連
合
会
 

☎
0
5
5（
2
4
3
）4
9
1
6
 

　
0
5
5（
2
4
3
）4
9
1
9

FAX
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      現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
」
は
、
10
月

31
日
に
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
。
 

更
新
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
現
在
、

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
所
得
状
況
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
の
で
、

受
給
要
件
に
該
当
す
る
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
で
、
現
在
は
所
得
制
限
の

た
め
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
受
給
要
件
に
該
当
す
る
障
が
い

○
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上
 

○
療
育
手
帳
A
判
定
 

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級
以

上
 

○
国
民
年
金
法
お
け
る
障
害
基
礎
年
金

の
1
・
2
級
の
受
給
者
 

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児
童
 

　
 

■
持
ち
物

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障

害
基
礎
年
金
証
書
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

証
書
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
 

　（
複
数
お
持
ち
の
方
は
、
な
る
べ
く

す
べ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
 

②
医
療
保
険
証
 

③
印
か
ん
 

④
平
成
21
年
1
月
1
日
に
市
内
に
住
所

が
な
か
っ
た
方
は
、
平
成
21
年
1
月

1
日
に
住
民
登
録
し
て
い
た
市
町
村

が
発
行
し
た
世
帯
全
員
分
の
所
得
課

税
証
明（
所
得
状
況
確
認
の
た
め
） 

■
申
請
場
所

保
健
福
祉
部
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
 

■
受
付
期
間
　

9
月
24
日（
木
）〜
10
月
15
日（
木
） 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
金
受
給
者
証
の
更
新

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

   今
年
度
か
ら
、
平
成
20
年
度
以
前
分

に
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
「
国
保
税
」
）

に
未
納
が
あ
る
世
帯
の
う
ち
、
次
の
方

に
は
、
6
カ
月
間（
平
成
21
年
4
月
1

日
〜
9
月
30
日
有
効
）の
国
民
健
康
保

険
証（
以
下
「
保
険
証
」
）を
交
付
し
て

い
ま
す
。
 

 
○
平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
 

○
特
別
徴
収
対
象
者（
国
保
税
年
金
天

引
き
対
象
者
）
 

 9
月
中
に
同
じ
世
帯
の
方
が
更
新
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
持
ち
物

保
険
証
・
印
か
ん
 

 
※
今
回
の
有
効
期
限
は
、
平
成
21
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。
 

な
お
、
納
付
相
談
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、納
付
相
談
も
行
い
ま
す
。
 

 国
保
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
 

か
。
 

　
納
税
は
社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル
で
す
。

必
ず
納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
 

す
。
 

ま
た
、
特
別
な
事
情
で
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

短
期
国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
を

敬
老
祝
金

  市
で
は
、
9
月
15
日（
火
）か
ら
21
日
 

（
月
）ま
で
の
「
老
人
週
間
」
に
、
敬
老

祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

■
対
象

8
月
1
日
現
在
市
内
に
居
住
し
、
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
が

さ
れ
て
い
て
、
9
月
15
日
現
在
、
満

77
・
88
・
1
0
0
歳
以
上
の
方
 

■
支
給
年
齢
・
支
給
額

○
満
77
歳（
昭
和
6
年
9
月
16
日
か
ら

昭
和
7
年
9
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）　
3
0
0
0
円
 

○
満
88
歳（
大
正
9
年
9
月
16
日
か
ら

大
正
10
年
9
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
）　
5
0
0
0
円
 

○
満
1
0
0
歳
以
上（
明
治
43
年
3
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
 

　
5
万
円
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
 

ま
た
は
各
支
所
 

女性特有のがん検診における受診促進、がんの早期発見、健康の保持・増進を図るため、「平

成21年度女性特有のがん検診推進事業」が全国的に実施されます。 

市では、子宮頸（けい）がん検診・乳がん検診の無料クーポン券と検診手帳を発行する予定です。 
 

■対象

○子宮頸がん無料検診 

前年度に（平成21年4月1日現在）20・25・30・35・40歳になった女性 

○乳がん無料検診（視診、触診、マンモグラフィー検査） 

前年度に（平成21年4月1日現在）40・45・50・55・60歳になった女性 

※対象者のうち、平成21年6月30日現在市民である女性に無料クーポン券と検診手帳をお送りし

ます。 
 

■無料クーポン券について

発送予定　平成21年9月末 

有効期間　平成22年3月31日（水）まで 
 

■受診場所

市で実施する検診の委託医療機関 

（集団健診、子宮がん・乳がん医療機関検診、国保人間ドック） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

■注意事項

○平成21年4月1日から無料クーポン券が届くまでの間に、市で実施している子宮頸がん検診、乳

がん検診（視診、触診、マンモグラフィー検査）を受診した方は、自己負担金の払い戻し申請が

できますので、領収書を保管しておいてください。詳しくは、対象者にお知らせします。 

○職場検診で子宮がん検診、乳がん検診を受診した人は、対象になりません。 
 

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　成人保健担当　☎055（261）1901

   ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
療

薬
品
）と
は
、
新
薬（
先
発
医
薬
品
）の

特
許
が
切
れ
た
後
に
製
造
販
売
さ
れ
る

薬
の
こ
と
で
、
価
格
が
新
薬
に
比
べ
て

低
価
格
で
あ
り
な
が
ら
、
新
薬
と
同
様

な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

医
療
費
の
節
約
や
自
己
負
担
額
を
減

ら
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
有
効

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

  医
師
の
特
別
な
指
示
が
な
け
れ
ば
、

新
薬
で
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
も

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

場
合
は
、
薬
剤
師
や
医
師
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
 

■
初
め
は
お
試
し
調
剤
か
ら

　
長
く
飲
み
な
れ
た
新
薬
を
変
更
す

る
の
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
短
期

間
の
処
方
に
し
て
、
服
用
後
、
問
題

が
な
い
か
を
確
か
め
て
か
ら
残
り
を

処
方
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
お
薬
手
帳
な
ど
で
効
果
を
チ
ェ
ッ
ク

　
効
く
ま
で
の
時
間
、
持
続
時
間
、

副
作
用
な
ど
の
効
果
の
現
れ
方
が
、

前
の
薬
と
異
な
る
か
な
ど
変
化
に
注

意
し
て
、
「
お
薬
手
帳
」
に
記
録
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
、

す
ぐ
に
薬
剤
師
や
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

事
前
に
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
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健　康　診　断　日　程　表
実施日
場　所

10月1日（木）
スコレーセンター

児童の入学予定小学校 受　付　時　間
石和南小学校
石和東小学校
石和北小学校
富士見小学校

午後0時50分～1時20分
午後1時20分～1時35分
午後1時35分～1時55分
午後1時55分～2時20分

実施日
場　所

10月8日（木）
スコレーセンター

児童の入学予定小学校 受　付　時　間
石和西小学校
春日居小学校
一宮西小学校
一宮南小学校
一宮北小学校

午後0時50分～1時15分
午後1時15分～1時45分
午後1時45分～2時05分
午後2時05分～2時20分
午後2時20分～2時30分

実施日
場　所

10月29日（木）
スコレーセンター

児童の入学予定小学校 受　付　時　間
御坂西小学校
御坂東小学校
芦川小学校
八代小学校
境川小学校

午後0時50分～1時30分
午後1時30分～1時35分
午後1時35分～1時40分
午後1時40分～2時15分
午後2時15分～2時35分

   市
内
に
あ
る
5
つ
の
障
が
い
者
団
体

を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
 

い
。
 

①
笛
吹
市
障
害
者
連
合
福
祉
会
　

■
代
表
者
　
花
田
晴
雄
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）6
9
0
1
 

■
会
員
数
　
2
8
0
人
 

■
活
動
内
容
・
目
的
　
市
内
の
身
体
障

が
い
者
相
互
の
連
絡
や
協
調
を
図
り
、

福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整
、

自
立
更
生
指
導
・
研
修
、
福
祉
思
想

の
普
及
・
啓
発
 

②
笛
吹
市
障
害
児
者
家
族
会

■
会
長
　
馬
渕
直
子
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）6
0
2
2
 

■
会
員
数
　
75
人
 

■
活
動
内
容
・
目
的
　
市
内
の
障
が
い

児
者
の
豊
か
な
地
域
生
活
の
実
現
と

幸
せ
を
願
い
、
相
互
の
親
睦
を
深
め

合
う
と
と
も
に
、
情
報
交
換
や
研
修

を
重
ね
て
、
社
会
へ
の
理
解
活
動
を

展
開
し
、
障
害
者
福
祉
の
向
上
を
目

指
す
。
 

③
笛
吹
市
聴
覚
障
害
者
協
会
　

■
代
表
者
　
風
間
岳
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
0
2
2
 

■
会
員
数
　
22
人
 

■
活
動
内
容
・
目
的
　
市
内
の
ろ
う
あ
 

者
、
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
と
福
祉

面
の
調
査
お
よ
び
手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン（
手
話
通
訳
者
）の
調
査
 

④
山
梨
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
 
笛

吹
支
部
 

■
代
表
者
　
荒
木
貞
義
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）7
4
1
0
 

■
会
員
数
　
16
人
 

■
活
動
内
容
・
目
的
　
視
覚
障
が
い
者

同
志
の
交
流
と
情
報
交
換
 

⑤
八
和
会（
精
神
障
害
者
家
族
会
）

■
代
表
者
　
関
本
里
枝
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）6
1
5
0
 

■
会
員
数
　
13
人
 

■
活
動
内
容
・
目
的
　
会
員
た
ち
の
い

や
し
の
場
で
あ
り
、
情
報
交
換
の
場
 

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
 

 　
　
 

　
 

  

市
内
の
障
が
い
者
団
体

紹
介    介

護
保
険
の
要
介
護
度
を
決
定
す
る

た
め
、
自
宅
や
医
療
機
関
な
ど
対
象
者

の
い
る
所
を
訪
問
し
て
、
調
査
を
行
っ

て
い
た
だ
く
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

 
■
資
格

○
介
護
支
援
専
門
員
・
看
護
師
・
保
健
 

師
・
介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
士
な

ど
の
有
資
格
者
 

○
10
月
に
山
梨
県
主
催
の
認
定
審
査
員

研
修
を
受
講
で
き
る
方（
既
に
受
講

済
み
の
方
は
不
要
）
 

○
仕
事
に
自
動
車
を
使
用
で
き
る
方
 

■
募
集
人
数
　
若
干
名
 

■
調
査
委
託
料

1
件
に
つ
き
3
6
5
0
円（
交
通
費

を
含
む
）
 

■
応
募
方
法

　
応
募
者
本
人
が
、
履
歴
書
と
資
格

証
の
写
し
を
介
護
保
険
課
に
持
参
し
 

て
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
選
考
し
た
上
で
、
応
募
者
の
中
か

ら
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
応
募
締
切
　
9
月
30
日（
水
） 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

認
定
審
査
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

介
護
保
険
認
定
調
査
員
（
委

託
調
査
員
）
募
集
　

 
障
が
い
者
社
会
見
学
バ
ス
 

〜
横
浜
開
港
博
の
旅
〜

障
が
い
者
の
社
会
参
加
促
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
社
会
見
学
バ
ス
を
行
い

ま
す
。
 

■
対
象

市
内
在
宅
障
が
い
者（
た
だ
し
、
介

護
な
ど
が
必
要
な
方
は
、
介
助
で
き

る
方
が
ご
同
伴
く
だ
さ
い
）
　
 

 
■
日
時

9
月
18
日（
金
）ま
た
は
27
日（
日
） 

午
前
7
時
30
分
〜
午
後
6
時
 

※
参
加
日
は
、
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
日

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

 ■
行
き
先

横
浜
開
港
1
5
0
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
「
開
国
・
開
港
Y
1
5
0
」
 

 
■
定
員

両
日
と
も
各
70
人（
先
着
順
）
 

 
■
参
加
費
　
1
人
2
0
0
0
円
 

 ■
申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
参
加
費

を
添
え
て
、
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
・
各
地
域
事
務
所
ま
た
は
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
 

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。
 

 
■
申
込
締
切
　
9
月
10
日（
木
） 

 
■
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
 

「
ふ
え
ふ
き
」
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

  
高
齢
者
社
会
見
学
バ
ス

市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促

進
し
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
増

進
す
る
た
め
、
高
齢
者
社
会
見
学
バ
ス

を
行
い
ま
す
。
 

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

■
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
 

 
■
日
時

10
月
7
日（
水
） 

午
前
7
時
〜
午
後
5
時（
予
定
）
 

 
■
行
き
先

長
野
県
安
曇
野（
あ
づ
み
の
）方
面（
予

定
）
 

○
大
王
わ
さ
び
農
場
 

○
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
 

○
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
 

 ■
定
員

4
0
0
人（
先
着
順
）
 

 
■
参
加
費

2
0
0
0
円（
昼
食
代
・
見
学
料
の

一
部
）
 

 
■
申
込
方
法

　
参
加
費
を
添
え
て
、
笛
吹
市
社
会

福
祉
協
議
会
各
地
域
事
務
所
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
 

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。
 

 ■
受
付
期
間

9
月
7
日（
月
）〜
11
日（
金
） 

 
■
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
本
所
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2
 

     

平
成
22
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
保
護
者
に
は
後
日
案
内
と
健

康
診
断
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
 

9
月
15
日（
火
）ま
で
に
通
知
が
届
か

な
い
時
や
内
容
な
ど
に
不
明
な
点
が
あ

る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

山
梨
県
地
域
療
育
支
援
事
業
　
峡
東

圏
域
　
担
当
地
区（
笛
吹
市
）　
美
咲

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
内
 

療
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 

向
山
和
美
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）1
8
5
0
 

 　
5
団
体
の
代
表
者
と
会
議
を
開
き
、

情
報
交
換
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
 

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
や
そ
の
家
族

が
安
心
な
地
域
生
活
を
送
る
た
め
に
、

個
別
相
談
・
情
報
提
供
・
関
係
機
関

と
の
調
整
・
療
育
施
設
へ
の
支
援
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
療
育
な
ど
に

つ
い
て
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

 

■
対
象

平
成
15
年
4
月
2
日
〜
平
成
16
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
児
童
 

 
■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
 

学
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
7



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

23

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

22

地区 施　設　名立 地区 施　設　名立

石和

境川

一宮

石和第一保育所
石和第二保育所
石和第三保育所
石和第四保育所
石和第五保育所
わかば保育園
境川保育園
木の花保育園
一宮保育園
都保育園
相興保育園
あさま保育園

公
公
公
公
公
私
私
私
私
私
私
私

八代

御坂

春日居

芦川

八代花鳥保育所
八代御所保育所
博愛保育園
八代保育園
御坂東保育所
御坂西保育所
御坂北保育所
御坂葵保育所
英保育園
かすがい西保育所
かすがい東保育所
芦川へき地保育所

公
公
私
私
公
公
公
公
私
公
公
公

市内保育所（園）一覧表

予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

日本脳炎1、2期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合　1期�

平成21年6月生まれ

平成20年9月生まれ

平成10年9月生まれ

通知発送対象児

現在接種のおすすめを
控えています

   申
込
書
配
布
・
受
付
の
日
程
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

■
入
所
要
件

児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
保
護
者
の
就

労
や
出
産
・
病
気
・
病
人
の
看
護
な

ど
で
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
児
童（
無
条
件
に
入
所
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

新
規
入
所
申
込
書
の
配
布

■
期
間
　
9
月
14
日（
月
）〜
25
日（
金
） 

■
配
布
場
所
・
時
間

○
保
育
課
 

・
平
日
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

・
土
曜
日
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
 

○
各
支
所
 

・
平
日
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
 

※
申
込
書
の
配
布
は
保
育
所（
園
）で
は

行
い
ま
せ
ん
。
 

※
配
布
の
際
に
保
護
者
・
児
童
の
住
所

や
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
希
望
保
育
所（
園
）の
市
内
外
は
問
い

ま
せ
ん
。
 

※
現
在
育
児
休
業
中
で
、
平
成
22
年
度

途
中
で
職
場
復
帰
す
る
場
合
も
申
し

込
め
ま
す
が
、
勤
務
先
で
発
行
す
る

育
児
休
業
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

 

継
続
入
所
申
込
書
の
配
布

■
期
間
　
9
月
14
日（
月
）〜
25
日（
金
） 

■
配
布
方
法

○
市
内
保
育
所（
園
）に
通
っ
て
い
る
場

合
は
、各
保
育
所（
園
）を
通
じ
て
配
布
 

○
市
外
保
育
所（
園
）に
通
っ
て
い
る
場

合
は
、
保
育
課
か
ら
郵
送
 

※
現
在
の
通
園
先
と
異
な
る
保
育
所
 

（
園
）へ
の
転
園
希
望
は
、
新
規
の
扱

い
に
な
り
ま
す
。
 

 
新
規
・
継
続
入
所
申
込
書
受
付
期
間

10
月
19
日（
月
）〜
11
月
9
日（
月
） 

詳
し
く
は
、
申
込
書
に
同
封
の
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
保
育
課
　
 

総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
5
5

平
成
２２
年
度
保
育
所
（
園
）
の

入
所
（
新
規
・
継
続
）
申
込

   対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
  
 
 
 

                  
■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

乳
幼
児
予
防
接
種
通
知
対

象
者

笛
吹
市
民
講
座
〜
特
別
講
座
〜

笛
吹
市
・
山
梨
学
院
提
携
講
座

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
表
現
活
動
で
楽

し
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、

親
子
の
健
全
な
心
と
体
を
育
て
ま
す
。
 

と
て
も
楽
し
く
中
身
の
濃
い
講
座
で
 

す
。
 

■
対
象

3
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
 

■
日
時（
全
10
回
）

10
月
21
日（
水
）、
11
月
4
日（
水
）・

10
日（
火
）・
25
日（
水
）、
12
月
8
日
 

（
火
）・
16
日（
水
）、
1
月
12
日（
火
）・

20
日（
水
）、
2
月
9
日（
火
）・
24
日
 

（
水
）　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
 

■
場
所
　
清
流
公
園
清
流
館
　
剣
道
場
 

■
講
師

○
川
上
琴
美
先
生
・
中
込
ま
ゆ
み
先
生
 

　（
山
梨
学
院
短
期
大
学
）
 

○
藤
原
千
恵
美
先
生（
山
梨
学
院
大
学

付
属
小
学
校
）

■
定
員
　
20
組
 

■
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
靴

下（
お
子
さ
ん
も
）、
水
筒
、
タ
オ
ル
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9

「
親
子
で
楽
し
く
表
現
活
動

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆

子
育
て
Ｑ
・
Ａ
〜
」

   フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
子
さ
ん
を
預
け
た
い

方（
依
頼
会
員
）と
預
か
り
た
い
方（
協

力
会
員
）の
会
員
組
織
で
す
。
 

現
在
2
2
5
人
の
方
が
会
員
に
登
録
 

し
、
会
員
間
で
育
児
の
援
助
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
9
8
8
件
の

活
動
実
績
が
あ
り
、
利
用
者
か
ら
ご
好

評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

■
会
員
の
種
類

○
依
頼
会
員
 

生
後
2
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
か
ら
小

学
校
6
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い

る
方
で
、
育
児
の
手
助
け
を
受
け
た

い
方
 

○
協
力
会
員
 

お
子
さ
ん
を
自
宅
で
預
か
り
、
育
児

の
手
助
け
を
す
る
方
 

■
こ
の
よ
う
な
時
に
援
助
し
ま
す

「
残
業
や
出
張
で
子
ど
も
を
保
育
所

に
迎
え
に
行
か
れ
な
い
」
、「
子
ど

も
が
軽
い
病
気
だ
け
ど
仕
事
が
休
め

な
い
」
、「
病
院
に
行
き
た
い
」
時

な
ど
 

■
利
用
料

1
時
間
8
0
0
円（
そ
の
う
ち
3
0
 

0
円
は
市
が
負
担
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業

   ま
だ
上
手
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
な
い

赤
ち
ゃ
ん
と
、
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る

育
児
法
を
学
び
ま
す
。
  

■
対
象

生
後
6
カ
月
〜
1
歳
6
カ
月
の
赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
　
25
組
 

■
日
時
　
9
月
11
日（
金
） 

受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら
 

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分
  

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
講
師

菊
原
美
和
氏（
N
P
O
法
人
日
本
ベ

ビ
ー
サ
イ
ン
協
会
　
認
定
講
師
）
　
 

■
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、

親
子
の
飲
み
物
  

■
参
加
費
　
無
料
 

  
 

■
問
合
せ
先
  

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い

ち
の
み
や
」
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）1
3
4
5

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

     

ベ
ビ
ー
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ケ
ア

  オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
き
ず
な
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
 

赤
ち
ゃ
ん
の
心
理
学
を
学
ぶ
時
間
や

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。
 

■
対
象

生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
前
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者
　
10
組
 

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組
 

■
日
時
　

9
月
3
日（
木
）・
10
日（
木
）・
17
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所

つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う（
石

和
町
市
部
4
4
8
）
 

■
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協

会
　
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
 

■
参
加
費

3
回
コ
ー
ス
3
0
0
0
円（
心
理
学

の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
Ｃ
Ｄ
と
オ

イ
ル
1
本
付
き
）
 

■
持
ち
物

普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ
ん
の
身
の

回
り
品
と
飲
み
物
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｓ
ｐ
ａ

ｃ
ｅ
 
ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）0
2
1
8

  講
習
会
を
受
講
し
て
、
笛
吹
市
の
子

育
て
応
援
団
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
 

資
格
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

■
講
習
会
日
程
・
内
容

○
1
日
目
 

10
月
3
日（
土
）ま
た
は
7
日（
水
） 

・
子
ど
も
の
心
の
発
達
 

・
最
近
の
子
育
て
事
情
 

○
2
日
目
 

10
月
17
日（
土
）ま
た
は
21
日（
水
） 

・
子
ど
も
の
育
ち
と
大
人
の
関
わ
り
 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
体
験
談
 

・
子
ど
も
の
病
気
と
世
話
 

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
ガ
イ
ダ
ン
ス
 

■
場
所

ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
・
市
役
所
南
館
 

 

■
申
込
・
問
合
せ
先

○
保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4
 

○
笛
吹
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）2
1
8
8

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 会員が子育てをお手伝い 



催
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   社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
 

で
、
確
認
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
、

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

 
■
日
程
・
場
所

○
9
月
16
日（
水
） 

市
役
所
本
庁
3
階
会
議
室
 

○
10
月
21
日（
水
） 

御
坂
支
所
 

■
時
間

午
前
9
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
〜
4
時
 

 
■
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど
 

（
ほ
か
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
な
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相

談
会

社
会
保
険
業
務
の
市
場
化

テ
ス
ト

国
民
年
金
推
進
員
に
よ
る

戸
別
訪
問
廃
止

耕
作
者
を
探
し
て
い
ま
す

  次
の
地
区
で
耕
作
し
た
い
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
 

 ○
石
和
町
東
油
川
　
9
8
3
m2
 

○
八
代
町
米
倉
　
　
3
4
5
m2
 

 
※
賃
借
料
な
ど
金
額
に
つ
い
て
は
、
相

談
の
上
で
決
定
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

 
■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

   社
会
保
険
庁
で
は
、
現
在
、
一
部
の

社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
国
民
年

金
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
や
文
 

書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
お
よ

び
保
険
料
の
収
納
業
務
に
つ
い
て
、
民

間
委
託
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
低
コ

ス
ト
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し

て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

山
梨
で
も
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
の
主
な
業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 
①
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
督
励
業
務
 

②
保
険
料
滞
納
者
に
対
す
る
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
な
ど
申
請
手
続
き
の

勧
奨
業
務
 

③
被
保
険
者
の
委
託
に
基
づ
く
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
受
託
業
務
 

    市
場
化
テ
ス
ト
導
入
に
伴
い
、
国
民

年
金
推
進
員
が
行
っ
て
い
た
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
督
励
お
よ
び
保
険
料
の
収

納
業
務
に
つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
廃
止

さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
推
進
員
の
訪

問
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
方
は
、
10
月
以
降
口
座
振
替

ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
納
付
に
切
り
替

え
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
込
用
紙
 

は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
に
備
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

○
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
　
運
営
課
 

☎
0
5
5（
2
3
1
）8
7
7
9
 

○
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
場
合
 

■
対
象
家
屋

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
が
行
わ
れ
た
住
宅
 

■
減
額
さ
れ
る
金
額
 

翌
年
度
分
の
税
額
を
3
分
の
1
減
額
 

（
1
0
0
m2
ま
で
を
限
度
）
  

※
対
象
は
1
棟
に
つ
い
て
1
年
度
の
み
 

で
、
新
築
軽
減
を
受
け
て
い
る
期
間

は
除
外
さ
れ
ま
す
。
  

※
平
成
22
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
改

修
工
事
完
了
の
場
合
は
、
平
成
23
年

度
が
減
額
対
象
で
す
。
  

■
申
請
要
件
  

（1）
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既

存
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
 

①
65
歳
以
上
の
方
  

②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方
  

③
障
が
い
者
  
 

（2）
次
の
工
事
で
、
補
助
金
等
を
除
く
自

己
負
担
が
30
万
円
以
上
の
も
の
  
 

①
廊
下
の
拡
張
②
階
段
の
こ
う
配
の
緩

和
③
浴
室
の
改
良
④
便
所
の
改
良
⑤
手

す
り
の
取
り
付
け
⑥
床
の
段
差
の
解
消
 

⑦
引
き
戸
へ
の
取
替
え
⑧
床
表
面
の
滑

り
止
め
化
 

■
申
請
方
法
  

　
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、
次
の
書

類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
減
額
申
告
書
  

②
工
事
明
細
書
や
改
修
箇
所
の
写
真
 

③
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し
 

④
補
助
金
交
付
決
定
通
知
の
写
し
 

　（
補
助
金
を
受
け
て
い
る
場
合
）
 

 
省
エ
ネ
改
修
の
場
合

■
対
象
家
屋

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
が
行
わ
れ
た
住
宅
 

■
減
額
さ
れ
る
金
額
 

翌
年
度
分
の
税
額
を
3
分
の
1
減
額
 

（
1
2
0
m2
ま
で
を
限
度
）
  

※
平
成
22
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
改

修
工
事
完
了
の
場
合
は
、
平
成
23
年

度
が
減
額
対
象
で
す
。
  

■
申
請
要
件
  

（1）
当
該
改
修
工
事
が
平
成
20
年
1
月
1

日
に
存
す
る
住
宅
に
お
い
て
行
わ
れ

る
こ
と（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
 

（2）
次
の
①
か
ら
④
の
断
熱
改
修
工
事
の

う
ち
、
①
を
含
ん
で
い
る
こ
と
 

①
窓（
必
須
）②
床
③
天
井
④
壁
 

※
外
気
等
と
接
す
る
も
の
の
工
事
に
限

り
ま
す
。
  
 

※
①
か
ら
④
ま
で
の
改
修
工
事
に
よ
り
、

各
部
位
が
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新

た
に
適
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

（3）
前
述
の
工
事
で
、
補
助
金
等
を
除
く

自
己
負
担
が
30
万
円
以
上
の
も
の
 

※
た
だ
し
、
新
築
軽
減
と
同
時
適
用
は

で
き
ま
せ
ん
。
  
 

■
申
請
方
法
  

　
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、
次
の
書

類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
減
額
申
告
書
  

②
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
住

宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書（
建

築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関
、
ま
た

は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行

し
た
も
の
）
 　
　
 

③
工
事
内
容
や
金
額
を
示
す
工
事
明
細

書
お
よ
び
領
収
書
の
写
し
  

④
補
助
金
交
付
決
定
通
知
の
写
し
 

　（
補
助
金
を
受
け
て
い
る
場
合
）
 

 
耐
震
改
修
の
場
合

■
対
象
家
屋

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
あ
る

住
宅
で
、
平
成
18
年
1
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
 

に
、
工
事
費
30
万
円
以
上
の
耐
震
改

修
工
事
を
し
た
家
屋
 

※
耐
震
改
修
と
は
、
地
震
に
対
す
る
安

全
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
増
築
、

改
築
、
修
繕
の
こ
と
で
す
。
 

■
減
額
さ
れ
る
金
額
・
期
間

改
修
家
屋
全
体
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
2
分
の
1
の
額
 

【
減
額
期
間
】
 

○
平
成
18
年
1
月
1
日
〜
平
成
21
年
12

月
31
日
の
改
修
　
　
↓
3
年
間
 

○
平
成
22
年
1
月
1
日
〜
平
成
24
年
12

月
31
日
の
改
修
　
　
↓
2
年
間
 

○
平
成
25
年
1
月
1
日
〜
平
成
27
年
12

月
31
日
の
改
修
　
　
↓
1
年
間
 

■
減
額
対
象
面
積

1
戸
当
り
1
2
0
m2
相
当
分
ま
で
 

■
申
請
方
法

　
改
修
後
3
カ
月
以
内
に
、
次
の
書

類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
減
額
申
告
書
  

②
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
 

※
証
明
書
は
、
地
方
公
共
団
体
、
建
築
 

士
、
指
定
住
宅
性
能
評
価
機
関
、
指

定
確
認
検
査
機
関
で
発
行
す
る
予
定

で
す
。
 

③
工
事
費
用
が
分
か
る
領
収
書
の
写
し
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 
 

 

住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
・
省
エ
ネ
改
修
・
耐
震
改
修
し
た
場
合
に
、

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

高齢農家や企業的な経営を目指す専業農家の農繁期における労
働力不足の解決、また、援農者の育成のために、笛吹市援農支援
センターを設立しました。 
同センターは、市、市農業委員会、JAふえふき、JAフルーツ
山梨、シルバー人材センターを構成員とし、援農希望者や新規就
農者を対象に研修会や講習会を行い、農業技術の向上を図ります。 

■活動予定
本年は、果樹栽培などの特殊で熟練を要する技術を援農者や新規就農者に指導する技術指導員と、
農家からの援農希望の把握や技術講習会の開催などの企画調整を行うコーディネーターを設置し、
10月から1月にかけて、果樹のせん定講習会を開催する予定です。  
■問合せ先　石和町松本1126（笛吹市シルバーセンター内） 
　　　　　笛吹市援農支援センター　☎055（262）8931 
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変更の際は必ず届け出を！ 
受益者の住所変更や受益者が変更になった
場合は、必ず届け出をお願いします。 
届け出がない場合は、「通知が届かない」・「旧
受益者に負担金がかかる」など、受益者の皆さ
んに迷惑がかかってしまいます。 
受益者決定後、負担金納付の途中で売買な

どの理由で受益者に変更があった場合は、旧
受益者の負担金が新受益者に引き継がれます。 
しかし、この届け出がない場合は旧受益者が
引き続き支払うことになります。 

   
〜
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
〜

 下
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出

る
台
所
や
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活
汚
水
、

お
風
呂
の
水
な
ど
を
、
下
水
道
管
を
通

し
て
終
末
処
理
場
に
集
め
、
き
れ
い
な

水
に
し
て
川（
海
）に
放
流
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
 

下
水
道
が
完
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、

生
活
汚
水
を
衛
生
的
に
排
除
で
き
、
水

洗
ト
イ
レ
を
使
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

悪
臭
や
蚊
・
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぐ
な
ど
、

地
域
の
環
境
衛
生
そ
の
も
の
が
大
き
く

向
上
し
、
下
水
道
の
な
い
地
域
に
比
べ

て
土
地
の
付
加
価
値
が
上
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

い
わ
ば
、
下
水
道
は
、
地
域
の
価
値

を
決
め
る
貴
重
な
財
産
と
も
言
え
ま
す
。
 

 
■
受
益
者
負
担
金
制
度
と
は
　

道
路
や
公
園
な
ど
の
一
般
公
共
施

設
は
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
以
外
に

も
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
す
る
の
で
、

通
常
は
全
額
公
費
で
建
設
さ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
下
水
道
事
業
の
よ
う
に
、

限
ら
れ
た
区
域
内
に
巨
額
の
建
設
費

用
を
か
け
て
建
設
さ
れ
る
事
業
を（
補

助
金
を
除
い
た
）全
額
公
費
で
賄
う

と
す
る
と
、
下
水
道
を
完
備
し
た
地

域
以
外
の
人
た
ち（
直
接
下
水
道
の

利
益
を
受
け
な
い
方
）に
も
、
同
じ

よ
う
に
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
り
、

負
担
の
公
平
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
 

そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ

て
利
益
を
受
け
る
皆
さ
ん
に
、
建
設

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

下
水
道
の
建
設
を
さ
ら
に
促
進
し
、

快
適
な
環
境
、
利
用
価
値
の
高
い
地

域
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め

て
い
こ
う
と
い
う
制
度
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。
 

な
お
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
は
、
永
久
的
に
支
払
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
土
地
に
対
し
て
「
１
回

限
り
」
か
か
る
も
の
で
す
。
 

 
■
受
益
者
（
負
担
金
を
納
付
し
て
い
た

だ
く
方
）と
は

受
益
者
は
、
下
水
道
事
業
区
域
内

に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。
 

た
だ
し
、
そ
の
土
地
が
、
地
上
権
、

質
権
、
使
用
貸
借
、
賃
貸
借（
一
時

使
用
を
除
く
）の
目
的
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
権
利
者
が
受
益
者

に
な
り
ま
す
。
 

一
般
的
に
は
、
半
ば
永
住
す
る
意

向
で
土
地
を
借
り
て
自
家
を
建
て
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
借
地
人
が
負
担

す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 

■
受
益
者
負
担
金
の
納
付
期
間

納
付
期
間
は
、
受
益
者
負
担
金
賦

課
か
ら
5
年
間
で
す
。
 

 

■
問
合
せ
先
　

公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
 

管
理
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
7

下
水
道
の
「
受
益
者
負
担

金
」
っ
て
な
に
？

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が

必
要
で
す
!!

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借

り
を

   農
地
に
家
や
倉
庫
を
建
て
た
り
、
駐

車
場
や
資
材
置
場
と
し
て
利
用
し
た
り

す
る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
一
時
的
に
農
地
以
外
と
し
て

使
用
す
る
場
合
や
長
期
に
わ
た
る
客
土
 

（
耕
地
土
壌
改
良
の
た
め
、
性
質
の
異

な
る
土
を
運
ん
で
混
入
す
る
こ
と
）な

ど
を
行
う
場
合
も
、
一
時
転
用
の
許
可

が
必
要
で
す
。
 

■
転
用
の
際
は
次
の
点
に
ご
注
意
を

○
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
 

　
該
当
農
地
が
、
農
業
振
興
地
域
に

お
け
る
農
用
地
区
域
に
あ
る
場
合
は

転
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

○
違
反
転
用
者
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
 

　
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
農
地
を

転
用
す
る
こ
と
は
、
農
地
法
違
反
と

な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な

ど
の
命
令
や
法
に
基
づ
く
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

○
適
正
な
農
地
管
理
を
 

　
農
地
の
遊
休
化
は
、
雑
草
の
繁
茂
、

病
害
虫
の
発
生
な
ど
周
囲
の
環
境
へ

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

　
定
期
的
な
除
草
や
病
害
虫
防
止
の

消
毒
の
実
施
な
ど
、
適
正
な
農
地
管

理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 そ
の
ほ
か
、
農
地
な
ど
に
関
す
る
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

 
■
農
地
造
成
は
慎
重
に

耕
作
を
し
て
い
な
い
畑
や
田
を
狙
 

い
、
「
良
い
土
が
あ
る
の
で
農
地
を

埋
め
立
て
し
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
農

地
の
造
成
を
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す
。
 

う
ま
い
話
を
持
ち
か
け
、
耕
作
に

適
さ
な
い
残
土
を
投
棄
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

一
度
、
土
砂
を
捨
て
ら
れ
て
し
ま

っ
た
農
地
を
耕
作
で
き
る
状
態
に
復

元
す
る
に
は
多
大
な
費
用
と
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
造
成
に
伴
い
、
水
路

や
道
路
を
破
損
し
た
場
合
、
地
主
の

責
任
で
復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
 

り
、
さ
ら
に
、
農
地
へ
復
元
で
き
な

い
場
合
は
、
農
地
法
違
反
と
し
て
追

及
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
 

必
要
の
な
い
農
地
造
成
は
行
わ
な

い
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
や

む
を
得
ず
行
う
と
き
に
は
、
信
頼
で

き
る
業
者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
の

心
が
け
が
大
切
で
す
。
 

    
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
の
た
め
、
農
地
が
遊
休
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
 

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
、
利
用
権
設

定
を
行
い
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
 

 

■
利
用
権
設
定
と
は

利
用
権
設
定
は
、
農
地
を
貸
し
た

い
と
い
う
農
家
と
農
業
経
営
規
模
の

拡
大
を
図
り
た
い
農
業
者
と
の
間
で
、

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き

る
事
業
の
こ
と
で
す
。（
た
だ
し
、

利
用
権
設
定
が
で
き
る
農
地
は
、
農

業
振
興
地
域
内
の
農
地
に
限
る
）
 

貸
し
手
は
、
賃
借
期
間
中
安
心
し

て
耕
作
が
で
き
ま
す
。
貸
し
手
と
借

り
手
が
決
め
た
期
限
が
来
れ
ば
、
貸

し
手
に
は
、
自
動
的
に
農
地
が
返
還

さ
れ
ま
す（
離
作
料
支
払
い
不
要
）。
 

お
互
い
の
話
し
合
い
で
、
再
設
定

を
行
い
、
継
続
し
て
貸
し
借
り
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

契
約
期
間
の
終
了
が
近
づ
く
と
市

か
ら
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
の
で
、
更

新
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

○
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

農
地
を
貸
し
借
り
し
た
い
場
合
は
、

地
域
の
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
 

い
。
農
業
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相
談

を
お
受
け
し
な
が
ら
、
貸
し
借
り
の

結
び
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
■
申
込
方
法

貸
し
手
と
借
り
手
の
合
意
で
「
農

用
地
利
用
集
積
計
画
申
出
書（
貸
し

借
り
の
申
出
書
）」
を
作
成
し
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
市
役
所
各

支
所
に
、
毎
月
13
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
借
り
手
に
な
る
に
は
、

農
業
経
営
面
積
な
ど
の
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

遊休農地化を防止しましょう 

「緑の募金」にご協力を
～広げよう緑は地球の宝物～ 

募金運動を実施しています。森林や樹木（緑）は、水源のかん養、
環境の保全など、人間が健康で文化的な暮らしを確保する上で、
欠くことのできない役割を果たしています。 
これからも豊かな緑と水に恵まれた生活を維持することがで
きるよう、「緑の募金」にご協力をお願いします。 
■期間　秋季　9月1日（火）～10月31日（土）（石和町・御坂町） 
※一宮町・八代町・境川町・春日居町・芦川町は、春季（4月1
日～5月31日）に実施 
■募金方法　各地区区長の皆さんのご協力で、各戸から募金を
いただいています。 
また、期間中は、農林振興課に募金箱を設置します。 
■募金の使い道
○緑化の推進・・・公園、街路等の緑化、緑の少年隊育成、緑

化の啓発など 
○森林の整備・・・地域の人々による水源林や学校林などの整

備など 
○国際協力・・・・緑の少年隊海外研修、民間団体の海外での

植樹など 
■問合せ先　笛吹市緑化推進会議（産業観光部　農林振興課内） 
　　　　　☎055（262）4111
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  市
で
は
、
財
政
基
盤
で
あ
る
市
税
収

入
と
納
税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
市

税
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
の

公
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

公
売
実
施
は
不
定
期
で
す
の
で
、
実

施
状
況
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

※
公
売
参
加
に
は
、
事
前
に
「Y

ahoo! 
JA
P
A
N
 ID

」
の
登
録
が
必
要
で
す
。

（
無
料
）
 

Y
ah
oo!

オ
ー
ク
シ
ョ
ン（
官
公
庁
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

h
ttp
://k
ou
b
ai.au

ction
s.y
ah
oo. 

co.jp
/ 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
収
税
課
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

無
料
調
停
相
談
会

結
婚
相
談
所

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

○
9
月
4
日（
金
） 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

 
○
9
月
27
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

 
■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 
※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証

明
書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

2
0
1
0
年
版
「
山
梨
県

民
手
帳
」
予
約
受
付

  よ
り
広
く
皆
さ
ん
に
調
停
制
度
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
無
料
調
停

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
内
の
も
め
事

な
ど
、
身
近
な
法
律
問
題
で
お
悩
み
の

方
を
対
象
に
、
弁
護
士
を
含
む
民
事
・

家
事
調
停
委
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

 
■
日
時

10
月
3
日（
土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

 
■
場
所
　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
 

（
甲
府
市
丸
の
内
　
岡
島
百
貨
店
8
 

階
） 

 
■
相
談
内
容

○
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
 

○
土
地
・
建
物
の
問
題
 

○
賃
金
・
売
買
代
金
・
手
形
関
係
 

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の
返
済
の
問
題
 

○
相
続
の
問
題
 

○
夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争
な
ど
 

※
相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
 

す
。
 

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
調

停
の
申
立
て
、
そ
の
他
の
手
続
き
を

紹
介
し
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
　
総
務
課

　
庶
務
係
 

☎
0
5
5（
2
3
5
）1
1
3
3

山
本
喜
満
様（
御
坂
町
下
黒
駒
）
 

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ら
し
】
  

善
意
の
ご
寄
付

件　　　　名

笛吹市道等除草業務委託 

市道一宮１－１７号線舗装工事 

レイヤ２スイッチ購入 

モノクロコピー機レンタル 

一宮中学校技術科棟耐震診断業務委託 

芦川町中芦川第２地区地籍測量業務委託 

春日居町熊野堂地内測量設計業務委託 

下水道管渠実施設計委託第4工区（石和） 

笛吹市石和中央テニスコート砂入り人工芝改修工事 

浅川中学校　ＦＡＸ付コピー機レンタル 

下水道関連配水管布設替実施設計第1工区（一宮） 

下水道管渠布設工事第２工区（石和） 

街区画地確定測設測量業務委託 

国分・桑戸農道改良測量設計委託 

市道石和277・280号線測量設計業務委託 

一宮中学校改築・改修・耐震補強工事実施設計業務委託 

石和町地内舗装工事 

石和町広瀬地内側溝改修工事 

市道石和347号線側溝改修工事 

境川浄水場造成工事（１） 

学校給食用ＰＥＮ樹脂製食器購入 

県農務部関連配水管実施設計第1工区（一宮） 

下水道関連配水管布設替工事（石和1工区） 

市営住宅春日居町熊野堂団地給水ポンプ取替工事 

石和町地内水路改修工事 

市道境川4号線道路改良工事 

場　　所

市　内 

一宮町国分　 

石和町下平井 

市役所春日居支所 

一宮町末木　 

芦川町中芦川　 

春日居町熊野堂　 

石和町山崎・河内・今井地区 

石和町広瀬 

八代町　 

一宮町塩田・一ノ宮・東原　 

石和町河内　 

石和町松本　 

一宮町国分・春日居町桑戸　 

石和町東高橋　 

一宮町末木　 

石和町市部・下平井・中川　 

石和町広瀬　 

石和町小石和　 

境川町小黒坂　 

御坂学校給食共同調理場 

一宮町中尾　 

石和町今井　 

春日居町熊野堂 

石和町窪中島・四日市場　 

境川町大坪　 

予定価格（円）

¥3,800,000 

¥10,500,000 

¥800,000 

¥20,000 

¥1,200,000 

¥2,000,000 

¥3,400,000 

¥16,500,000 

¥95,000,000 

¥30,000 

¥2,800,000 

¥38,500,000 

¥2,300,000 

¥7,500,000 

¥11,000,000 

¥20,000,000 

¥2,800,000 

¥4,400,000 

¥6,700,000 

¥12,800,000 

¥1,800,000 

¥2,000,000 

¥1,670,000 

¥1,800,000 

¥2,850,000 

¥22,000,000

決定額（円）

¥3,690,000 

¥10,100,000 

¥500,000 

¥15,300 

¥1,150,000 

¥1,900,000 

¥3,000,000 

¥5,770,000 

¥75,500,000 

¥13,090 

¥1,950,000 

¥32,320,000 

¥1,610,000 

¥4,750,000 

¥9,500,000 

¥11,700,000 

¥2,490,000 

¥4,240,000 

¥6,500,000 

¥12,390,000 

¥1,361,100 

¥1,429,000 

¥1,570,000 

¥1,710,000 

¥2,770,000 

¥18,740,000

決　定　業　者

（株）日工建設 

昭和建設（株） 

（株）ＹＳＫ　ｅ－ｃｏｍ 

（株）小林事務機 

松坂建築設計事務所 

（株）甲斐コンサルタント 

森田測量（株） 

（株）大成エンジニアリング　笛吹支店 

矢崎興業（株） 

キャノンシステムアンドサポート（株）甲信支店甲府事業所 

（株）エスティ設計 

（株）筒井建設 

森田測量（株） 

（株）宮下測量 

（株）山梨技術研究所 

株式会社　三宅建築設計事務所 

（株）ＭＵＫＡＩ 

（株）小越建設 

（有）荻野土建 

（株）上組 

（株）日新厨房企画 

（株）秀建コンサルタント 

（有）宮下設備 

（有）浅川住宅設備 

（株）総合建設斉藤組 

（株）中村工務店 

入　札　日

平成21年6月25日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

平成21年7月2日 

〃 

〃 

平成21年7月9日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

平成21年7月16日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です） 

   皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
「
山
梨
県
民
手
帳
」
の
購

入
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
■
手
帳
の
規
格
な
ど

サ
イ
ズ
　
82 

mm
×
1
4
5
mm
 

ワ
イ
ン
色
レ
ザ
ー
調
の
表
紙
 

○
内
容
 

・
日
記
 

・
郷
土
編
「
郷
土
自
慢
」
な
ど
 

・
統
計
編
「
山
梨
県
主
要
指
標
」
な
ど
 

・
名
簿
編
「
各
種
議
員
等
名
簿
」
　
 

・
生
活
編
「
暮
ら
し
の
相
談
窓
口
」
な

ど
 

 ■
販
売
価
格
な
ど

○
県
民
手
帳
　
5
0
0
円
 

○
住
所
録（
県
民
手
帳
差
し
込
み
用
） 

 
別
売
　
80
円
 

○
名
入
れ（
20
冊
か
ら
実
費
で
受
付
）
 

 ■
申
込
方
法
・
申
込
先

 
経
営
企
画
課
ま
た
は
各
支
所
に
備

付
け
の
注
文
書
に
記
入
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
ま
た
、
特
に
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
希
望
冊
数
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
紙
に
記
入
し
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。
 

 
■
申
込
期
限
　
9
月
25
日（
金
） 

※
11
月
中
旬
に
配
布
予
定（
代
金
引
き

換
え
）
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
8
5
1
0
 

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
 

笛
吹
市
役
所
　
経
営
政
策
部
 

経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

　
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
5

FAX



（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

段ボール箱で生ごみをたい肥化してみませんか 
～モニター募集～ 

動物愛護デー 

動物愛護デーを開催します。ぜひご参
加ください。 
■日時　9月23日（水）午前10時から 
■場所　アイメッセ山梨 
■内容　動物愛護図画コンクール表彰式、

犬のしつけ方教室、動物相談、
ポニー乗馬、動物の医者さん体
験コーナー、長寿犬表彰式ほか 

■問合せ先
山梨県　福祉保健部　衛生薬務課 
☎055（223）1489

　市では、可燃ごみの減量と資源の循環利用を推進す
るため、家庭の生ごみを手軽にたい肥化する「段ボー
ル箱でたい肥化」に取り組んでいただける方（モニター）
を募集します。　 
　モニターの方には、生ごみをたい肥化する導入セッ
ト（段ボール箱、土壌改良材など）を無償で提供します。
また、作り方なども指導させていただきます。 
■モニター期間　　平成21年9月1日（火）から平成22年

1月31日（日）までの間の2カ月間 
■募集世帯　　　　20世帯 
■申込締切　　　　9月15日（火） 
■申込・問合せ先　ごみ減量課　ごみ減量担当 

　皆さんには、日頃からゴミの分別にご協力いただいていますが、最近、ミックスペーパー・その他プラ
スチックに対象品以外のものの混入が増えています。次の点に注意して分別しましょう。 
 
■ミックスペーパー
○搬出する際は、紙袋または段ボール箱に入れてください。 
○対象は、資源物以外の紙類全般です。 
○紙にホチキス針、ワイヤー等の金属、ビニール等が付いていても大丈夫！ 
○汚れのひどいものは可燃ごみとして出してください。 
 
■その他プラスチック
○搬出する際は、透明・半透明のビニール袋に入れてください。 
○対象は、プラスチック製の包装容器のみで製品本体は収集できません。 
○プラマークのついているものすべてが対象です。 
○汚れたままのものは絶対に出さないでください。汚れがひどい場合は、可燃ごみとして出してください。 
 
　その他プラスチックに「かみそり・使い捨てライター・電池等」の混入が多く見られます。収集・処理時の事故原因と
なり大変危険ですので、絶対に入れないでください。 

　今では、戦争を知らない世代が約80パーセント以上を占める
と言われています。戦争について親子で学んでもらおうと、7
月18日、戦争遺跡「松代象山地下壕（まつしろぞうざんちかごう）」
を見学しました。 
　山に囲まれた静かな城下町、長野市松代町。その山の地下に、
延べ13キロにわたる巨大な地下壕が残っています。これは、太
平洋戦争の終わり頃、最高司令部（大本営）や皇居、政府機関を
東京から移転する目的で造られました。工事では、労働者が過
酷で危険な労働に従事させられ、多くの犠牲者を出しました。 
　参加者からは、「長野県に地下壕があることすら知らなかっ
た」、「戦争には莫大な費用をかけ、弱い人を盾にしたことな
ど勉強になりました」などの感想が寄せられました。 
　この地下壕には、戦争と平和を体で学ぶ場として全国から多くの見学者が訪れており、過去（戦争
の本質）に学び、未来につなげる原点があるような気がします。 
　これからも、市民の皆さんとともに平和について学び続けたいと思います。 

■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　生涯学習コーディネーター 　☎055（261）3339

 　
 

縄
文
時
代
の
人
々
は
、
「
あ
ん

ぎ
ん
」
と
い
う
方
法
で
編
み
物
を

し
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
じ

ょ
う
も
ん
編
み
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
10
セ
ン
チ
四
方
の
か
わ
い
ら

し
い
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

■
日
時
　
9
月
13
日（
日
） 

①
午
前
9
時
30
分
か
ら
 

②
午
後
2
時
か
ら
 

■
材
料
費
　
4
0
0
円
 

■
定
員
　
①
②
と
も
各
30
人
 

   当
館
で
は
、
笛
吹
市
・
甲
州
市

の
小
学
1
年
生
に
「
利
用
券
（
キ

ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
こ
の
券
を
持
参
す

る
と
、
本
人
と
同
伴
家
族
の
入
館

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
入
館
ご
と
に
押
す
ス
タ

ン
プ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
2
〜
6
年
生
は
、
以
前
配
布
し

た
も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
） 

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

   当
館
で
は
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
を
楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
 

■
会
員
特
典
　
 

・
会
員
証
の
提
示
で
入
館
無
料
に
。

何
度
で
も
入
館
可
能
で
す
。
 

・
四
季
折
々
の
魅
力
や
展
示
・
イ

ベ
ン
ト
の
紹
介
を
お
送
り
し
ま
す
。
 

・
コ
ン
サ
ー
ト
・
星
を
見
る
会
・

講
座
な
ど
の
先
行
申
込
が
で
き

ま
す
。
 

■
会
員
期
限
　
1
年
（
入
会
し
た

年
度
末
ま
で
） 

■
年
会
費
　
1
0
0
0
円
 

■
入
会
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス（
お
持
ち
の
方
）な
ど

を
記
入
し
て
、
当
館
受
付
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
会
費
納
入

後
に
会
員
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
 

    

じ
ょ
う
も
ん
編
み
教
室

利
用
券
（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

見
て
！
楽
し
ん
で
！
そ
し
て
応
援
！

「
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
」
会
員
募
集

3031

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 （
入
館
は
午
後
4
時
３０
分
ま
で
） 

▽
休
館
日 

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

 （
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

　
一
般
・
大
学
生
 
2
0
0
円
 

小
中
高
生
　
 
 
1
0
0
円
 

　（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

　
利
用
券
を
お
持
ち
頂
く
と
同
伴
 

　
者
も
入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3

22

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 



Kokuho Fuefuki

3233

７
月
７
日
、
石
和
第
二
保
育
所
で
、
園
児
と

四
日
市
場
老
人
ク
ラ
ブ（
星
合
弘
三
郎
会
長
）と

の
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、
子
ど
も
た

ち
と
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
と
老
人
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
が
、
紙
人
形
劇
を
見
た
り
、
七
夕
の
歌
を

歌
っ
た
り
、
手
遊
び
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た 

星
合
会
長
は
、
「
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
あ

げ
た
り
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
の
交
流

を
は
か
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

７
月
４
日
、
緑
化
推
進
会
議
春
日
居
支
部
が
、

春
日
居
町
に
あ
る
兜
山（
か
ぶ
と
や
ま
）で
森
林

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
自
然
や
兜

山
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も

の
で
す
。 

当
日
は
、
晴
天
の
下
、
子
ど
も
た
ち
が
山
頂

ハ
イ
キ
ン
グ
に
挑
戦
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
竹

を
使
っ
て
器
や
ス
プ
ー
ン
を
作
っ
た
り
、
フ
ル
ー

ツ
い
っ
ぱ
い
の
手
作
り
ゼ
リ
ー
を
食
べ
た
り
す

る
な
ど
、
兜
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
間
、
香
港

に
お
い
て
、
山
梨
県
、
笛
吹
市
、
県
果
実
輸
出

促
進
協
議
会
、
食
品
関
連
会
社
な
ど
が
、
山
梨

の
観
光
や
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

「
富
士
の
国
や
ま
な
し
」
魅
力
説
明
会
・
意

見
交
換
会
で
は
、
荻
野
市
長
が
、
日
本
一
の
桃
・

ぶ
ど
う
の
生
産
量
を
誇
り
、
県
下
最
大
級
の
温

泉
地
を
持
つ
笛
吹
市
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
訪
問
団
一
行
は
、
総
合
ス
ー
パ
ー
で

桃
や
ぶ
ど
う
の
試
食
や
ワ
イ
ン
試
飲
な
ど
に
よ

る
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
香
港
・
中
国
市
場
で
の
販
路

拡
大
に
向
け
て
、
香
港
日
本
領
事
館
や
現
地
法

人
な
ど
と
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
７
月
20
日
、
森
林
公
園
金
川
の
森
で
、
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
主
催
に
よ
る
昆
虫
観
察
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
「
集
ま
れ
!!
ふ
え
ふ

き
っ
子
夏
休
み
」
10
教
室
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。 

　
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

講
師
の
瀬
田
実
先
生
か
ら
ト
ン
ボ
や
バ
ッ
タ
な

ど
の
昆
虫
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
森

の
中
を
散
策
し
ま
し
た
。 

　
捕
ま
え
た
昆
虫
の
名
前
を
瀬
田
先
生
に
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
見
せ
合
っ
た
り
と
、

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
昆
虫
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

 

７
月
９
日
、
笛
吹
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議

会
で
は
、
石
和
温
泉
駅
前
で
、
青
少
年
の
健
全

育
成
推
進
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
７
月
の
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
協
議
会
関
係

者
が
、
朝
の
通
勤
時
間
に
合
わ
せ
て
啓
発
チ
ラ

シ
を
添
え
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
駅
利
用
者
に
手
渡

し
な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

同
協
議
会
で
は
、
今
後
も
、
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
に
、
講
演
会
や
愛
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

８
月
１
日
、
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
２
回
す
ず
ら
ん
の
里
あ
し
が
わ
収
穫
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
芦
川
地
域
協
議
会
が
、
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、

会
場
は
、
新
鮮
野
菜
や
加
工
食
品
な
ど
を
求
め

る
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
き
ゅ
う
り
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

の
地
元
農
産
物
の
試
食
販
売
、
特
産
品
を
使
っ

た
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
加
工
食
品
の
販
売
、
味
噌

汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
等
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
が
、
自
然
の
恵
み
を
味
わ
い
な
が
ら
収
穫

祭
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

多くの来場者で活気あふれる会場 

みんなで肩たたきゲーム 

森林の中を散策する子どもたち 

手作り 
フルーツゼリー 

トップセールスを行う荻野市長（右） 
と横内知事 

賑わう特設コーナー 

自
然
の
恵
み
を
味
わ
う 

第
2
回
す
ず
ら
ん
の
里
あ
し
が
わ

収
穫
祭

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ 

ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う
！ 

園
児
と
高
齢
者
の
交
流
会

子
ど
も
た
ち
が
自
然
を
満
喫 

「
兜
山
の
森
」
森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

兜
山
ま
ん
き
つ
隊

香
港
で
観
光
・
特
産
品
Ｐ
Ｒ 

森
の
中
で
昆
虫
探
し 

2
0
0
9
香
港
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

金
川
の
森
昆
虫
観
察

青
少
年
健
全
育
成
を 

呼
び
か
け 

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む

全
国
強
調
月
間

瀬田先生の説明に耳を傾ける子どもたち 

石和温泉駅前での啓発活動 
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プロフィール

サイン会
も

あります
！

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

9
月
10
日（
木
）・
17
日（
木
） 
 
 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
 

9
月
3
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

9
月
5
日（
土
）・
12
日（
土
）・
 

19
日（
土
）・
26
日（
土
） 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

 
●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

9
月
8
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
） 

9
月
5
日（
土
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

9
月
18
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

9
月
2
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

9
月
16
日（
水
）
午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

9
月
12
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

〜
お
は
な
し
会
〜
 

9
月
6
日
（
日
）
・
13
日
（
日
）
・

27
日（
日
）
午
後
２
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

9
月
4
日（
金
）・
18
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
 

9
月
20
日（
日
）
午
後
2
時
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

9
月
5
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
） 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や 

も
も（
乳
幼
児

向
け
）
 

9
月
8
日（
火
）・
29
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！
 

9
月
12
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

9
月
19
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

9
月
26
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
24
日（
木
）・

28
日（
月
） 

●
御
坂
図
書
館
 

2
日（
水
）・
9
日（
水
）・
16
日（
水
）・

24
日（
木
）・
30
日（
水
） 

●
一
宮
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
）・

28
日（
月
）・
30
日（
水
） 

●
八
代
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
21
日（
月
） 

〜
23
日（
水
）・
28
日（
月
）・
30
日（
水
） 

●
境
川
図
書
室
 

6
日（
日
）・
13
日（
日
）・
20
日（
日
）

〜
23
日（
水
）・
27
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

7
日（
月
）・
14
日（
月
）・
24
日（
木
）・

28
日（
月
）・
30
日（
水
） 

図
書
館
休
館
日

9月

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

9
月
12
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し

会
 

9
月
2
日（
水
）・
9
日（
水
）・
 

16
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
 

 

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

　市立図書館ホームページから、インターネット経由で本の予約ができるようになります。予約でき
る資料は、笛吹市立図書館の図書（コミック・視聴覚資料を除く）で、一人5点までです。

■申込方法　
①市立図書館のカウンターで利用申込書に記入し、身分証明書を提示してください。
②カウンターで仮パスワードを発行します。
③パソコンで市立図書館ホームページからログインし、仮パスワードを本パスワードに変更してくだ
さい。
※情報保護のため、図書館ではパスワードについてお答えできませんので、個人で管理をお願いします。
■持ち物　
・市立図書館利用カード・身分証明書・個人用のメールアドレス（パソコン、携帯どちらでも）
（メールアドレス登録は、予約資料の確認などをお知らせするサービスをご希望の方について必
要となります）�

　詳しくは、市立図書館ホームページをご覧になるか、図書館職員におたずねください。

市立図書館ホームページ　http://library.city.fuefuki.yamanashi.jp/

当日は、本の販売も行います。みんな、よっちゃばれし～

　話題のベストセラー「キャン・ユー・スピーク甲州弁？」の著者である
五緒川津平太氏とフリーアナウンサー小松明美氏が送る甲州弁いっぱいの
楽しいトークショーを開催します。これであなたも甲州弁の達人になれる
かも！？お楽しみに！
■日　時　9月6日（日）　午後3時から
■場　所　石和図書館2階視聴覚ホール　
■定　員　100人　
■入場料　無料

■五緒川　津平太（ごっちょがわ  つっぺえた）氏  （本名  大堀  卓（おおほ
り  たかし））
八田村（現南アルプス市）出身。昭和51年から昭和63年まで大学生や会社員として東京で過ごす。山
梨に戻ってタウン誌の編集部に入り、平成8年に編集長となる。同誌が休刊する平成20年9月までの
間の10年間、同誌に「甲州弁でＧＯ！！」を連載。現在はグラフィックデザイナーとして活動中。

■小松　明美（こまつ　あきよし）氏
　元アナウンサー。ラジオでパーソナリティーとして活躍。ヴァンフォーレ甲府の試合実況などを行っ
ている。
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H21.8.1現在 （　）は前月比 

人口●72,301人　（ +38） 

男　●34,970人　（ +25） 

女　●37,331人　（ +13） 

世帯●26,784世帯（ +42） 

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp

　笛吹市は、岡・銚子塚（ちょうしづか）古墳が造られた4世紀後半から、武田信虎（のぶとら）が甲

府に館を移すまでの千年間、甲斐国の政治・文化の中心地として栄えていました。 

　教育委員会では、講演会を開催し、千年間の歴史・文化を広くアピールしていきます。 

■日　時　9月12日（土）午後1時～3時 

■場　所　スコレーセンター 

■内　容　○開会行事 
○講演 
①「歴史教育を生かす」 

　 赤岡直人氏（石和北小学校校長）　 
②「甲斐国千年の都 笛吹」 
長沢宏昌氏（笛吹市文化財保護審議会委員） 
○美和神社太々神楽（美和神社太々神楽保存会） 
○和太鼓響演（笛吹市太鼓連合） 

■問合せ先　教育委員会　文化財課　☎055（261）3342

美和神社太々神楽（四弓の舞） 木造吉祥天及二天像（福光園寺） 

甲斐国分寺跡出土鬼瓦 

▼取材した昆虫観察会に参加していた
子どもたちは、まるで宝探しをしているか

のように、夢中になって昆虫を探していました。クワガタやカブ
トムシなどもそうですが、かき氷、すいか割り、花火大会など、
夏には夏の、その季節にはその季節の風物詩や楽しみがあ
ります。 
　9月になって風が涼しくなってくれば、今度は秋を楽しむ番。
読書の秋、スポーツの秋…もちろん、食欲の秋も。私は、きの
こや栗など、旬の食べ物を楽しみたいと思っています。皆さん
は、どんな秋を過ごす予定ですか？（Ｈ） 

編 集 後 記  
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